
季 七 恋 旅 述 植 動 山 水 居 降 聳 光 神 釈 人 名 衣 時 夜 風 聞

風人秋せかのきあ のりよまいにみ よなるをし15

夕山旅るなさかそまや はれくえこふゆ25

53 ふりそむる あしたのゆきに こまなへて 冬 獣 降 朝

人□冬とひこやみたた はふとをのれか45

55 やふしわかす もとめはうめや はなもみむ 春 草木

□春けかきむさるは のらむるたせあ65

衣聳居衣春せかもろこ みすかのはきの ふこかまひ75

58 やまにもみこそ かくしわひぬれ 春 述 山 人

59 おもひたつ ひとへこころに よをいてて 述

釈はやすらなりの もくきをきさあ06

61 わたれひと ふねまつほとの みつもなし 船 水 人

降居夏とやのれたみさ ぬていもるるは26

63 つき 夜光聳月秋むらぬけふ にこついのもく きうそ

夜虫秋けかふとるたほ にかややひはよ46

風草秋てしへたこ のひもおぬはい せかにきを56

夕恋むはのしかかい はらしのへふゆ66

人恋にへのちみ のむかゆやれわ れかうちま76

人恋しらかなろここ もとひやはえみ86

69 やまさとの はなをかへさに をりわひて 春 木 山 居

70 たつねよまたも なきさくらかは 春 木

□春むらすくつ をひるはらたあ となにたた17

72 ねさめするよの うつるたにをし 夜

聞夜降枕冬てにらくま をれくしのそよ はけきとお37

74 くもらぬつき 夜光月秋そひもおなのも に

居秋きあのへの むみはやにとや はすさらあ57

76 むしのいろいろ みたれてそなく 秋 虫

風降秋てきおゆつ にえたとのせか るついちま77

衣水船てそすさねふを しまやもれをし87

水草やれなさわ るかしあへもお をつたりお97

恋そろここふかた てかいにちひこ08

人恋むらなとひ きしめらうれた きうはやよ18

述やめらさらかか そめせなをいお28

夜降冬てひわしふ によもしはゆふ れくしはきあ38

夜△居木冬ほいのきつかあ くゆりふはのこ48

85 かけさひし あらしやつき 風夜光月秋むらるこの に

86 やまさむけにも まつむしそなく 秋 虫 山

□秋てきはきあ にかみすしらあ もたかるよ78

夕人れくふゆるゆみ のろここのとひ88

人むらなねた をきうのみほな やたうむよ98

90 おもひをのへは ものことにあり

91 さくはなの かたはらとほく かすむのに 春 木 聳

92 はやしをしめて すめるのとけさ 春 木

聞▽春ゑこのねか のかくいはるは たたしかき39

94 ひかりもかけも けにそはかなき

夜水山鳥船夏ねふひかう のはかまやたか るすしもと59

夜△水夏よのつなるくあ しやはりよつみ69

聞神水夏てえはりを にのしゑこゑこ のみなささ79

風木秋けかるちきなや ぬちたせかつは89

99 つゆみたれ ひくらしなきて のこるひに 秋 虫 降 光

人秋らそのきあたた はろいむしにみ00

名
　
裏

「住吉夢想百韻」去嫌一覧（Ⅱ）

三
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三
　
裏

名
　
表

28

- 14 -

奈良工業高等専門学校　研究紀要　第59号（2023）



季 七 恋 旅 述 植 動 山 水 居 降 聳 光 神 釈 人 名 衣 時 夜 風 聞

01 すみよしの まつこそみちの しるへなれ 松 木 名

02 とほさとをのの  ゆゆききのかへるさ 冬 旅 降 名

03 ふねよする はまへのまさこ  つつききさえて 冬 船月 旅 水 光 夜

04 こゑもむらむら ちとりなくなり 冬 鳥 聞

05 わかかとの いなはいろつき ふくかせに 秋 草 居 人 風

06 かきほをあらみ すすきちるころ 秋 草 居

07 くれふかき つゆのかよひち あとたえて 秋 降 夕

08 いくへのしもそ みるもすさまし 秋 降

09 をちこちの かねにめさめて いつるよに 旅 夜

10 しつまるやとり ひとやねぬらむ □ 人 夜

11 たれとなく すすしきつつききに こゑふけて 夏 月 光 人 夜

12 みつにそやまの こころをもしる 山 水

13 かせをのみ ははななはうらみし よしのかは 春 木 水 名 風

14 はやくもかはる ふるさとのはる 春 居

15 つれてこし ちきりもかりの わかれちに 春 鳥

16 うかへるくもの よをはたのまし 聳

17 みちならぬ みはわひぬるも つらからて 人

18 よしふりぬとも かかるよもきふ 草 □

19 うつろへは つゆこそつつききの みやこなれ 秋 月 降 光 夜

20 あきのやまにや たひをわすれむ 秋 旅 山

21 なくしかに わかつまこひを なくさめて 秋 恋 獣 人

22 あはさらめやの ゆふへたにうし 恋 夕

23 さのみやは たのめしことの あたならむ 恋

24 うらみしこころ みえもこそすれ 恋

25 たへねたた おもふにかなふ ひともなし 人

26 やすけなるみも よそめなりけり 人

27 みつをとも やまをとなりの くさのいほ × 山 水 居 ×

28 よふかきしもに かはかせそふく 冬 水 降 夜 風

29 たつをしの あとをうきねの こゑわひて 冬 鳥 水 夜 聞

30 ひとりやつつききの ゆくへをもみむ 秋 月 光 人 夜

31 わかさらむ あきのそらかは まてしはし 秋

32 いさやいのちの のちのゆふつゆ 秋 述 降 夕

33 くさのはら なこりわすれぬ ひともかな 草 人

34 ささくくららうちちり さとそふりゆく 春 木 居

35 たちなれし かりはのかたの はるくれて 春 □ 名 ▽

36 ありかやいつく ききすなくこゑ 春 鳥 聞

37 ゆゆききなから かすむとやまの あさことに 春 山 降 聳 朝

38 いふきおろしそ なみにのこれる 山 水 名 風

39 ふねわたす よなかにつつききは かたふきて 秋 船月 水 光 夜

40 まつにふけての ほしあひやうき 秋 恋 光 夜

41 あきをちきり くれをたのむも いたつらに 秋 恋 夕

42 なほいつまての おもひならまし 恋

43 かりのみを はしめなきよに うけそめて 人

44 たれをうらやみ たれをくたさむ 人

45 さかぬきも ときしるははななの ひとさかり 春 木

46 やまはみとりの はるふかきいろ 春 □ 山

47 かすみこく あまのつりふね とほきえに 春 船 水 聳 人

48 はまなのはしを たたにやはみむ 水 名

49 すみわたる つつききにいそくな あまつかり 秋 月 鳥 光 夜

50 こはきうつろふ いねかてのころ 秋 草 夜

「住吉夢想百韻」去嫌一覧（Ⅰ）
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裏

二
　
表

季 七 恋 旅 述 植 動 山 水 居 降 聳 光 神 釈 人 名 衣 時 夜 風 聞

01 すみよしの まつこそみちの しるへなれ 松 木 名

02 とほさとをのの  ゆゆききのかへるさ 冬 旅 降 名

03 ふねよする はまへのまさこ  つつききさえて 冬 船月 旅 水 光 夜

04 こゑもむらむら ちとりなくなり 冬 鳥 聞

05 わかかとの いなはいろつき ふくかせに 秋 草 居 人 風

06 かきほをあらみ すすきちるころ 秋 草 居

07 くれふかき つゆのかよひち あとたえて 秋 降 夕

08 いくへのしもそ みるもすさまし 秋 降

09 をちこちの かねにめさめて いつるよに 旅 夜

10 しつまるやとり ひとやねぬらむ □ 人 夜

11 たれとなく すすしきつつききに こゑふけて 夏 月 光 人 夜

12 みつにそやまの こころをもしる 山 水

13 かせをのみ ははななはうらみし よしのかは 春 木 水 名 風

14 はやくもかはる ふるさとのはる 春 居

15 つれてこし ちきりもかりの わかれちに 春 鳥

16 うかへるくもの よをはたのまし 聳

17 みちならぬ みはわひぬるも つらからて 人

18 よしふりぬとも かかるよもきふ 草 □

19 うつろへは つゆこそつつききの みやこなれ 秋 月 降 光 夜

20 あきのやまにや たひをわすれむ 秋 旅 山

21 なくしかに わかつまこひを なくさめて 秋 恋 獣 人

22 あはさらめやの ゆふへたにうし 恋 夕

23 さのみやは たのめしことの あたならむ 恋

24 うらみしこころ みえもこそすれ 恋

25 たへねたた おもふにかなふ ひともなし 人

26 やすけなるみも よそめなりけり 人

27 みつをとも やまをとなりの くさのいほ × 山 水 居 ×

28 よふかきしもに かはかせそふく 冬 水 降 夜 風

29 たつをしの あとをうきねの こゑわひて 冬 鳥 水 夜 聞

30 ひとりやつつききの ゆくへをもみむ 秋 月 光 人 夜

31 わかさらむ あきのそらかは まてしはし 秋

32 いさやいのちの のちのゆふつゆ 秋 述 降 夕

33 くさのはら なこりわすれぬ ひともかな 草 人

34 ささくくららうちちり さとそふりゆく 春 木 居

35 たちなれし かりはのかたの はるくれて 春 □ 名 ▽

36 ありかやいつく ききすなくこゑ 春 鳥 聞

37 ゆゆききなから かすむとやまの あさことに 春 山 降 聳 朝

38 いふきおろしそ なみにのこれる 山 水 名 風

39 ふねわたす よなかにつつききは かたふきて 秋 船月 水 光 夜

40 まつにふけての ほしあひやうき 秋 恋 光 夜

41 あきをちきり くれをたのむも いたつらに 秋 恋 夕

42 なほいつまての おもひならまし 恋

43 かりのみを はしめなきよに うけそめて 人

44 たれをうらやみ たれをくたさむ 人

45 さかぬきも ときしるははななの ひとさかり 春 木

46 やまはみとりの はるふかきいろ 春 □ 山

47 かすみこく あまのつりふね とほきえに 春 船 水 聳 人

48 はまなのはしを たたにやはみむ 水 名

49 すみわたる つつききにいそくな あまつかり 秋 月 鳥 光 夜

50 こはきうつろふ いねかてのころ 秋 草 夜

「住吉夢想百韻」去嫌一覧（Ⅰ）

初
　
表

初
　
裏

二
　
裏

二
　
表
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宗祇独吟「住吉夢想百韻」注解宗祇独吟「住吉夢想百韻」注解



　
　
　
　
　

林
を
し
め
て
す
め
る
の
ど
け
さ

　
　

93　

聞
か
じ
た
ゞ
春
は
幾
日
の
鐘
の
声

《
解‌�
釈
》
林
の
一
隅
に
居
を
占
め
る
長
閑
な
生
活
。
入
相
の
鐘
が
聞
こ
え
、
一
日
が
過
ぎ
て
行
く
。

春
は
あ
と
何
日
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
過
ぎ
ゆ
く
春
が
惜
し
ま
れ
、
入
相
の
鐘
を
聞
く
の
が
つ
ら

く
て
な
ら
な
い
。

※‌�

「
鐘
」
は
単
独
で
は
夜
分
と
し
て
の
取
り
扱
い
を
う
け
る
が
、「
今
日
」
「
明
日
」
「
昨
日
」
「
幾
日
」

「
日
数
」
な
ど
と
結
ん
で
用
い
ら
れ
れ
ば
入
相
の
こ
と
と
な
り
、
夜
分
を
遁
れ
る
と
い
う
の
が
古

来
の
作
法
。
従
っ
て
、
第
九
五
句
の
「
と
も
し
」
や
「
鵜
か
ひ
」
と
指
合
に
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　

聞
か
じ
た
ゞ
春
は
幾
日
の
鐘
の
声

　
　

94　

光
も
陰
も
げ
に
ぞ
は
か
な
き

《
解‌�

釈
》
時
日
と
い
う
の
は
、
あ
っ
と
い
う
間
の
は
か
な
い
も
の
。
一
日
の
経
過
を
示
す
入
相
の
鐘
は
、

聞
き
た
く
な
く
と
も
聞
こ
え
て
来
る
。
今
年
の
春
も
、
あ
と
何
日
な
の
だ
ろ
う
か
。

※‌�

「
光
も
陰
も
」
は
「
光
陰
」
を
訓
読
し
た
表
現
、
経
過
す
る
時
間
の
こ
と
で
あ
る
。
連
歌
で
は
「
光

の
陰
」
と
い
う
形
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
「
つ
な
が
れ
ぬ
月
日
に
涙
さ
き
だ
ち
て
／
光
の

陰
を
あ
は
れ
と
や
見
む
」
（
文
安
雪
千
句
・
第
十
「
花
之
何
」
八
三
／
八
四
）
な
ど
。

　
　
　
　
　

光
も
陰
も
げ
に
ぞ
は
か
な
き

　
　

95　

と
も
し
す
る
片
山
川
の
鵜
か
ひ
船

《
解‌�

釈
》
一
方
の
岸
が
山
陰
に
な
っ
て
い
る
川
で
の
鵜
飼
。
闇
の
中
、
篝
火
が
川
面
の
波
に
映
え
、

光
と
陰
が
交
錯
す
る
。
時
を
忘
れ
る
ほ
ど
の
面
白
さ
で
あ
る
が
、
生
業
の
た
め
と
は
言
え
、
所

詮
は
殺
生
を
重
ね
る
は
か
な
い
所
業
で
あ
る
。

※‌�

前
句
の
「
光
」
「
陰
」
は
、
こ
の
付
合
で
は
揺
れ
る
波
に
篝
火
が
映
ず
る
陰
影
の
描
写
と
な
り
、

闇
夜
の
川
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
鵜
飼
の
夢
幻
的
な
光
景
が
彷
彿
さ
れ
る
。
そ
れ
だ
け
で
も
宗
祇
な

ら
で
は
の
技
量
と
言
え
る
が
、
そ
れ
を
更
に
仏
教
的
世
界
観
で
包
み
込
ん
で
「
は
か
な
し
」
と
否

定
的
に
総
括
す
る
所
が
宗
祇
の
宗
祇
た
る
所
で
あ
る
。
救
済
の
名
句
と
喧
伝
さ
れ
る
「
罪
の
報
ひ

は
さ
も
あ
ら
ば
あ
れ
／
月
の
こ
る
狩
場
の
雪
の
朝
ぼ
ら
け
」
（
菟
玖
波
集
・
六
‐
五
六
一
）
と
比

較
す
れ
ば
、
両
者
の
立
場
の
違
い
が
納
得
さ
れ
よ
う
。
そ
し
て
、
味
読
し
つ
つ
比
較
す
れ
ば
、
や

は
り
宗
祇
の
連
歌
に
一
日
の
長
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
私
に
は
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ

れ
は
所
詮
、
私
レ
ベ
ル
の
感
想
で
し
か
な
い
。
な
お
、
「
光
」
に
「
と
も
し
」
、
「
陰
」
に
「
片
山
」

と
語
を
対
応
さ
せ
て
い
る
の
も
ち
ょ
っ
と
し
た
ポ
イ
ン
ト
。
『
下
草
』
（
二
三
六
）
に
入
集
。

　
　
　
　
　

と
も
し
す
る
片
山
川
の
鵜
か
ひ
船

　
　

96　

水
よ
り
は
や
し
明
く
る
夏
の
夜

《
解‌�

釈
》
一
方
の
岸
が
山
陰
に
な
っ
て
い
る
川
で
の
鵜
飼
。
面
白
さ
に
時
の
経
つ
の
も
忘
れ
て
い
る

中
に
、
夜
が
明
け
て
し
ま
っ
た
。
本
当
に
、
夏
の
夜
が
明
け
る
の
は
、
こ
の
川
の
流
れ
よ
り
も

は
や
い
よ
う
だ
。

　
　
　
　
　

水
よ
り
は
や
し
明
く
る
夏
の
夜

　
　

97　

さ
ゞ
波
の
声
〴
〵
し
の
に
を
り
は
え
て

《
解‌�

釈
》
夏
越
の
祓
え
の
夜
。
川
社
を
営
み
夏
神
楽
が
催
さ
れ
る
。
絶
え
間
の
な
い
さ
ざ
波
の
音
に

加
え
て
、
折
し
も
「
篠
波
」
を
歌
う
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。
面
白
さ
に
時
の
経
つ
の
も
忘
れ
て

い
る
中
に
夜
が
明
け
て
し
ま
っ
た
。
夏
の
夜
が
明
け
る
の
は
本
当
に
、
こ
の
川
の
流
れ
よ
り
も

は
や
い
よ
う
だ
。

※‌�

付
句
の
「
し
の
に
を
り
は
え
」
と
い
う
レ
ト
リ
ッ
ク
か
ら
「
延
喜
御
時
屏
風
に
、
夏
神
楽
の
心
を

よ
み
侍
り
け
る
：
川
社
し
の
に
を
り
は
え
干
す
衣
い
か
に
干
せ
ば
か
七
日
干
ざ
ら
む
」
（
新
古
今
・

一
九
‐
一
九
一
五
、
貫
之
）
を
想
起
す
る
の
は
、
当
時
の
知
識
人
な
ら
常
識
。
夏
神
楽
を
詠
じ
た

付
合
で
あ
る
。
「
さ
ゞ
波
の
声
」
は
第
一
義
的
に
は
神
楽
歌
の
「
篠
波
」
を
歌
う
声
で
あ
る
が
、

当
然
、
祓
え
す
る
川
の
さ
ざ
波
の
声
も
掛
け
ら
れ
て
い
る
。
『
下
草
』
（
二
六
〇
）
に
入
集
。

※
第
九
三
句
に
「
声
」
と
あ
り
、
同
字
の
指
合
を
生
じ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

さ
ゞ
波
の
声
〴
〵
し
の
に
を
り
は
え
て

　
　

98　

初
風
た
ち
ぬ
柳
ち
る
影

《
解‌�

釈
》
夏
越
の
神
事
で
神
楽
歌
の
「
篠
波
」
を
歌
う
声
が
絶
え
間
な
く
聞
こ
え
て
い
た
一
夜
が
明

け
る
と
、
今
日
は
も
う
秋
で
あ
る
。
早
速
に
初
風
が
立
ち
、
柳
の
葉
を
散
ら
し
て
い
る
。

※‌�

同
じ
「
か
げ
」
で
も
、
「
陰
」
「
影
」
と
書
き
分
け
ら
れ
る
場
合
は
同
字
五
句
去
の
作
法
は
適
用
さ

れ
ず
、
間
隔
は
二
句
以
上
で
可
。
従
っ
て
、
第
九
四
句
の
「
陰
」
と
指
合
に
は
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　

初
風
た
ち
ぬ
柳
ち
る
影

　
　

99　

露
乱
れ
蜩
鳴
き
て
残
る
日
に

《
解‌�

釈
》
秋
と
な
っ
て
間
も
な
い
こ
ろ
の
夕
べ
。
初
風
が
吹
き
、
そ
れ
が
柳
の
葉
を
散
ら
し
、
置
き

初
め
た
露
を
乱
し
て
い
る
。
蜩
も
鳴
き
始
め
た
が
、
日
は
ま
だ
夕
焼
け
の
空
に
残
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

露
乱
れ
蜩
鳴
き
て
残
る
日
に

　
　

00　

身
に
し
む
色
は
た
ゞ
秋
の
空

《
解‌�

釈
》
秋
の
夕
暮
。
蜩
が
鳴
い
て
い
る
。
露
が
置
き
乱
れ
て
い
る
の
は
気
温
が
急
に
低
下
し
た
か

ら
だ
ろ
う
。
日
は
ま
だ
沈
み
き
っ
て
は
い
な
い
が
、
空
は
次
第
に
暗
く
な
り
、
秋
の
情
趣
が
身

に
し
み
る
。

※‌�

挙
句
は
慶
賀
の
気
分
で
百
韻
を
終
え
る
の
が
古
来
の
作
法
。
当
該
句
は
そ
れ
に
外
れ
て
い
る
。
後

の
明
応
八
年
三
月
二
十
日
「
何
人
」
独
吟
の
挙
句
「
わ
が
影
な
れ
や
更
く
る
灯
」
に
通
ず
る
事
象

で
あ
る
。

30
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木
の
葉
が
降
り
落
ち
る
音
が
す
る
。
い
や
、
あ
れ
は
時
雨
が
通
り
過
ぎ
る
音
か
も
知
れ
な
い
。

※‌�
「
時
雨
」
に
「
木
の
葉
」
、
「
霜
」
に
「
暁
」
と
寄
合
を
取
っ
て
い
る
。
前
者
の
他
の
例
は
「
月
に

降
る
時
雨
な
り
け
り
松
の
風
／
夜
の
木
の
葉
や
音
に
散
る
ら
む
」（
延
文
五
年
十
一
月
十
三
日
「
何

船
」
一
／
二
）
な
ど
。
証
歌
は
「
木
の
葉
ち
る
宿
は
聞
き
分
く
こ
と
も
な
し
時
雨
す
る
夜
も
時
雨

せ
ぬ
夜
も
」
（
後
拾
遺
・
六
‐
三
八
二
、
源
頼
実
）
な
ど
。
後
者
は
「
幾
重
の
霜
の
野
に
凍
る
ら

む
／
暮
れ
し
よ
り
な
ほ
暁
は
冴
ゆ
る
夜
に
」（
嘉
吉
元
年
二
月
二
十
六
日
「
何
人
」
八
／
九
）
な
ど
。

証
歌
は
「
お
く
霜
の
暁
起
き
を
思
は
ず
は
君
が
夜
殿
に
夜
が
れ
せ
ま
し
や
」
（
後
撰
・
一
三
‐

九
一
四
、
よ
み
人
し
ら
ず
）
な
ど
。

※‌�

別
に
、
「
時
雨
」
及
び
「
霜
」
に
「
ふ
る
」
（
降
る
・
経
る
・
古
る
）
が
寄
合
と
な
る
。
先
例
は
、

前
者
が
「
さ
だ
め
な
や
夜
の
時
雨
の
今
朝
の
雲
／
遠
き
高
根
に
降
れ
る
初
雪
」
（
顕
証
院
会
千
句
・

第
五
「
唐
何
」
五
一
／
五
二
）
な
ど
。
後
者
は
「
霜
が
れ
の
草
こ
そ
道
に
な
り
に
け
れ
／
下
に
は

降
ら
ぬ
松
の
初
雪
」（
紫
野
千
句
・
第
六
「
手
何
」
九
／
一
〇
）
な
ど
。
た
だ
し
「
時
雨
」
や
「
霜
」

に
「
ふ
る
」
と
付
け
る
の
は
所
謂
「
用
付
」
で
、
後
の
連
歌
で
は
好
ま
れ
な
い
。

　
　
　
　
　

木
の
葉
降
り
ゆ
く
暁
の
庵

　
　

85　

か
げ
さ
び
し
嵐
や
月
に
残
る
ら
む

《
解‌�

釈
》
茅
屋
の
冬
の
暁
。
嵐
の
音
に
目
を
覚
ま
す
。
外
で
は
、
吹
き
残
り
の
風
に
木
の
葉
が
は
ら

は
ら
と
落
ち
て
行
く
の
が
、
月
影
に
照
ら
さ
れ
て
見
え
る
。
独
居
の
寂
し
さ
が
身
に
し
み
る
。

※‌�

『
下
草
』
に
入
集
す
る
（
三
六
八
）
。
「
嵐
や
月
に
残
る
ら
む
」
と
い
う
レ
ト
リ
ッ
ク
、
や
は
り
絶

品
で
あ
ろ
う
。
「
か
げ
さ
び
し
」
と
端
的
に
主
観
語
を
用
い
る
所
が
宗
祇
好
み
。

　
　
　
　
　

か
げ
さ
び
し
嵐
や
月
に
残
る
ら
む

　
　

86　

山
寒
げ
に
も
松
虫
ぞ
鳴
く

《
解‌�

釈
》
嵐
が
通
り
過
ぎ
た
山
。
名
残
の
風
が
ま
だ
草
木
を
な
び
か
せ
、
そ
れ
が
皓
々
と
し
た
月
に

映
じ
て
い
か
に
も
寒
々
と
し
て
い
る
。
ま
だ
死
に
絶
え
て
は
い
な
か
っ
た
の
か
、
松
虫
の
鳴
く

音
が
か
す
か
に
聞
こ
え
る
。
寂
し
さ
が
身
に
し
み
る
。

※‌�

「
嵐
」
に
「
松
虫
」
が
寄
合
。
他
の
例
は
「
月
に
吹
く
天
つ
嵐
や
よ
わ
る
ら
む
／
草
葉
に
し
げ
し

松
虫
の
声
」
（
永
正
七
年
十
月
二
十
日
「
何
人
」
九
一
／
九
二
）
な
ど
。
「
と
ふ
人
も
今
は
嵐
の
山

風
に
人
ま
つ
虫
の
声
ぞ
か
な
し
き
」
（
拾
遺
・
三
‐
二
〇
五
、
よ
み
人
し
ら
ず
）
の
和
歌
が
有
名
。

　
　
　
　
　

山
寒
げ
に
も
松
虫
ぞ
鳴
く

　
　

87　

よ
る
方
も
あ
ら
じ
住
処
に
秋
は
来
て

《
解‌�

釈
》
（
世
間
並
で
は
な
い
）
私
の
よ
う
な
者
が
住
む
所
に
も
、
秋
は
同
じ
よ
う
よ
う
に
や
っ
て
来

る
。
最
近
は
山
の
姿
も
寒
げ
に
な
り
、
庭
で
は
松
虫
が
鳴
い
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は
、
も
う
こ

こ
に
立
ち
寄
る
人
も
い
な
く
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。

※‌�

「
住
処
」
は
居
所
で
は
な
く
、
居
所
と
は
間
隔
二
句
以
上
で
可
と
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
第
八
四
句

の
「
庵
」
と
指
合
に
は
な
ら
な
い
。

※‌�

「
松
虫
」
に
「
す
み
か
」
が
寄
合
に
な
る
。
証
歌
は
「
野
辺
に
と
る
我
が
松
虫
の
鳴
く
声
も
な
れ

し
住
処
を
恋
し
く
や
思
ふ
」
（
玉
葉
・
四
‐
六
一
九
、
法
皇
御
製
）
な
ど
。
連
歌
で
の
他
の
例
は
「
山

も
裾
野
も
松
虫
の
声
／
秋
は
身
の
今
は
の
住
処
し
る
ら
め
や
」
（
永
正
八
年
十
一
月
三
日
「
山
家
」

八
四
／
八
五
）
な
ど
。
た
だ
し
、
稀
な
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

よ
る
方
も
あ
ら
じ
住
処
に
秋
は
来
て

　
　

88　

人
の
心
の
見
ゆ
る
夕
暮

《
解‌�

釈
》
私
の
よ
う
な
者
の
住
処
に
も
秋
は
や
っ
て
来
る
。
世
間
並
み
の
人
の
所
な
ら
、
秋
と
い
う

こ
と
で
訪
れ
る
人
が
増
え
る
の
だ
ろ
う
が
、
こ
こ
に
来
る
人
は
こ
れ
か
ら
も
あ
る
ま
い
。
自
分

が
世
間
の
人
に
と
っ
て
無
に
等
し
い
存
在
だ
と
い
う
こ
と
が
思
い
知
ら
さ
れ
る
、
そ
ん
な
夕
暮

だ
。

　
　
　
　
　

人
の
心
の
見
ゆ
る
夕
暮

　
　

89　

よ
む
歌
や
な
ほ
身
の
憂
き
を
種
な
ら
む

《
解‌�

釈
》
自
分
が
世
間
の
人
に
ど
う
思
わ
れ
て
い
る
か
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
よ
う
な
夕
暮
の
寂
し
さ
。

和
歌
は
、
人
の
心
を
種
と
す
る
も
の
だ
と
言
う
。
自
分
が
和
歌
を
詠
む
と
し
ら
、
こ
の
寂
し
さ
・

つ
ら
さ
が
種
な
の
だ
ろ
う
。

※‌�

『
古
今
集
』
仮
名
序
の
「
や
ま
と
歌
は
人
の
心
を
種
と
し
て
」
云
々
の
有
名
な
一
節
に
拠
っ
て
「
人

の
心
」
に
「
種
」
と
付
け
て
い
る
。
先
例
は
「
人
の
心
ぞ
歌
に
や
は
ら
ぐ
／
月
み
れ
ば
涙
の
種
と

な
る
も
の
を
」
（
応
永
三
十
年
五
月
二
十
七
日
「
何
人
」
七
二
／
七
三
）
な
ど
。

　
　
　
　
　

よ
む
歌
や
な
ほ
身
の
憂
き
を
種
な
ら
む

　
　

90　

思
ひ
を
述
べ
ば
も
の
ご
と
に
あ
り

《
解‌�

釈
》
和
歌
は
、
人
の
心
を
種
と
す
る
も
の
だ
と
言
う
。
自
分
が
和
歌
を
詠
む
と
し
た
ら
、
こ
の

我
が
身
の
寂
し
さ
・
つ
ら
さ
が
種
な
の
だ
ろ
う
。
そ
の
寂
し
さ
・
つ
ら
さ
は
、
見
る
も
の
・
聞

く
も
の
、
あ
り
と
あ
る
も
の
に
つ
け
て
述
べ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

※‌�

『
古
今
集
』
仮
名
序
で
、
先
の
付
合
で
の
引
用
に
続
き
「
心
に
思
ふ
こ
と
を
、
見
る
も
の
聞
く
も

の
に
つ
け
て
言
ひ
出
だ
せ
る
な
り
」
と
あ
る
。
後
の
連
歌
な
ら
、
本
説
が
三
句
に
わ
た
っ
て
い
る

と
言
わ
れ
か
ね
な
い
付
合
で
あ
る
が
、
用
語
的
に
逃
れ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　

思
ひ
を
述
べ
ば
も
の
ご
と
に
あ
り

　
　

91　

咲
く
花
の
か
た
は
ら
遠
く
霞
む
野
に

《
解‌�

釈
》
桜
花
の
咲
く
傍
ら
、
野
は
、
薄
霞
の
中
に
遥
か
に
見
渡
さ
れ
、
春
の
情
趣
に
満
ち
溢
れ
て

い
る
。
そ
の
春
の
情
趣
を
述
べ
る
な
ら
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
つ
け
て
述
べ
る
こ
と
が
で
き
そ
う
だ
。

※‌�
前
句
に
「
も
の
ご
と
」
と
あ
る
効
果
で
、
「
か
た
は
ら
遠
く
霞
む
野
」
と
い
う
だ
け
で
、
う
ら
ら

か
な
春
日
や
、
囀
る
鳥
や
、
緩
く
吹
く
風
に
揺
れ
る
若
草
な
ど
ま
で
想
起
さ
せ
る
の
が
宗
祇
の
名

人
芸
。
た
だ
し
、
自
撰
句
集
に
入
集
し
な
い
の
は
、
彼
に
と
っ
て
こ
の
程
度
は
「
並
の
上
」
な
の

だ
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　

咲
く
花
の
か
た
は
ら
遠
く
霞
む
野
に

　
　

92　

林
を
し
め
て
す
め
る
の
ど
け
さ

《
解‌�

釈
》
春
の
林
の
一
隅
に
居
を
占
め
る
長
閑
な
生
活
。
桜
花
の
咲
く
傍
ら
、
野
は
薄
霞
の
中
に
遥

か
に
見
渡
さ
れ
、
長
閑
な
春
の
情
趣
に
満
ち
溢
れ
て
い
る
。

31
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※‌�

付
句
の
仕
立
は
「
里
は
荒
れ
て
人
は
古
り
に
し
宿
な
れ
や
庭
も
籬
も
秋
の
野
ら
な
る
」
（
古
今
・

四
‐
二
四
八
、
僧
正
遍
照
）
を
本
歌
と
し
て
い
る
。
『
下
草
』
に
入
集
（
三
九
二
）
す
る
。

　
　
　
　
　

荒
ら
さ
ず
は
宿
に
や
は
見
む
野
辺
の
秋

　
　

76　

虫
の
色
〳
〵
乱
れ
て
ぞ
鳴
く

《
解‌�

釈
》
手
入
れ
す
る
人
も
な
く
荒
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
こ
の
庭
の
風
情
は
、
ま
る
で
秋
の
野

辺
の
よ
う
で
、
色
々
な
虫
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
己
が
音
を
立
て
て
鳴
い
て
い
る
。
も
し
手
入
れ
の

行
き
届
い
た
庭
だ
っ
た
ら
、
こ
の
情
趣
に
身
を
置
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

※‌�

「
秋
の
野
」
に
「
虫
鳴
く
」
は
も
ち
ろ
ん
寄
合
だ
が
、
例
示
の
必
要
も
あ
る
ま
い
。

　
　
　
　
　

虫
の
色
〳
〵
乱
れ
て
ぞ
鳴
く

　
　

77　

待
ち
出
づ
る
風
の
と
だ
え
に
露
置
き
て

《
解‌�

釈
》
風
の
途
絶
え
を
待
っ
て
宿
を
出
る
。
風
に
吹
き
散
ら
さ
れ
た
露
は
、
あ
た
り
一
面
に
乱
れ

置
か
れ
、
色
々
な
虫
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
己
が
音
を
立
て
て
鳴
い
て
い
る
。

※‌�

秋
風
に
よ
っ
て
露
が
吹
き
散
ら
さ
れ
、
一
面
に
乱
れ
て
置
か
れ
る
様
の
例
と
し
て
は
「
秋
風
は
吹

き
む
す
べ
ど
も
白
露
の
乱
れ
て
置
か
ぬ
草
の
葉
ぞ
な
き
」
（
新
古
今
・
四
‐
三
一
〇
、
太
弐
三
位
）

な
ど
。

※‌�

「
乱
る
」
に
「
露
」
が
寄
合
。
所
謂
「
体
付
」
で
あ
る
。
他
の
例
は
「
誰
を
引
く
檀
の
下
葉
乱
る

ら
む
／
頼
む
心
も
安
達
野
の
露
」
（
宝
徳
四
年
千
句
・
第
九
「
何
衣
」
七
三
／
七
四
）
な
ど
。

　
　
　
　
　

待
ち
出
づ
る
風
の
と
だ
え
に
露
置
き
て

　
　

78　

し
を
れ
も
や
ま
じ
小
船
さ
す
袖

《
解‌�

釈
》
風
の
途
絶
え
を
待
っ
て
船
を
出
す
。
今
ま
で
風
に
当
た
っ
て
萎
れ
さ
せ
ら
れ
て
い
た
船
人

の
袖
は
、
ま
た
、
露
と
降
り
か
か
る
波
の
滴
に
濡
れ
て
萎
れ
る
。
船
人
の
袖
が
萎
れ
な
い
時
は

な
い
の
だ
。

※‌�

船
人
の
袖
は
「
風
に
も
」
「
波
に
も
」
萎
れ
る
と
い
う
発
想
。
「
風
」
の
例
は
「
旅
ご
ろ
も
秋
の
草

木
に
あ
ら
ね
ど
も
な
ほ
山
風
に
し
を
れ
て
ぞ
行
く
」
（
続
古
今
・
一
〇
‐
八
九
五
、
中
宮
権
大
納

言
雅
忠
）
な
ど
。
「
波
」
の
例
は
「
清
見
潟
月
に
う
き
寝
を
秋
ぞ
と
も
契
ら
ぬ
波
に
し
を
る
袖
か
な
」

（
建
保
名
所
百
首
・
五
〇
九
、
俊
成
卿
女
）
な
ど
。
個
別
的
に
は
あ
り
ふ
れ
た
措
辞
で
あ
る
が
、

そ
れ
を
船
人
の
袖
に
つ
い
て
一
つ
に
し
た
所
が
ポ
イ
ン
ト
。

　
　
　
　
　

し
を
れ
も
や
ま
じ
小
船
さ
す
袖

　
　

79　

下
り
た
つ
を
思
へ
芦
か
る
わ
ざ
な
れ
や

《
解‌�

釈
》
船
か
ら
下
り
立
ち
芦
を
刈
る
。
何
の
た
め
か
思
い
や
っ
て
下
さ
い
。
貧
し
い
が
故
の
生
業

で
す
。
だ
か
ら
、
小
船
を
さ
す
私
の
袖
は
、
水
に
濡
れ
涙
に
濡
れ
て
萎
れ
な
い
時
は
な
い
の
で
す
。

※‌�

『
大
和
物
語
』
所
載
の
有
名
な
「
芦
刈
」
の
説
話
（
一
四
八
段
）
を
踏
ま
え
た
付
合
で
あ
る
。
「
芦

か
る
」
に
は
「
悪
し
か
る
」
が
利
か
さ
れ
、
こ
こ
で
は
「
貧
し
い
」
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

下
り
た
つ
を
思
へ
芦
か
る
わ
ざ
な
れ
や

　
　

80　

恋
路
に
い
か
で
た
が
ふ
心
ぞ

《
解‌�

釈
》
水
辺
の
低
湿
地
に
下
り
立
ち
芦
を
刈
る
。
泥
（
こ
ひ
ぢ
）
に
踏
み
入
れ
足
を
取
ら
れ
る
と
、

に
っ
ち
も
さ
っ
ち
も
行
か
な
く
な
る
。
私
の
恋
の
道
も
そ
れ
と
同
じ
。
進
む
こ
と
も
引
く
こ
と

も
で
き
な
い
。
こ
ん
な
は
ず
で
は
な
か
っ
た
の
に
、
ど
う
し
て
こ
う
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

※‌�

「
恋
路
」
に
「
泥
」
を
利
か
せ
る
の
は
、
古
典
文
学
で
パ
タ
ー
ン
化
さ
れ
た
手
法
。
「
男
の
は
じ

め
て
女
の
も
と
に
ま
か
り
て
朝
に
、
雨
の
降
る
に
帰
り
て
遣
は
し
け
る
：
今
ぞ
知
る
あ
か
ぬ
別
れ

の
暁
は
君
を
こ
ひ
ぢ
に
濡
る
ゝ
も
の
と
は
」
（
後
撰
・
九
‐
五
六
七
、
よ
み
人
し
ら
ず
）
な
ど
。

※‌�

稀
に
し
か
用
い
ら
れ
な
い
語
な
の
で
、
例
は
少
な
い
が
、
「
芦
」
に
限
ら
ず
「
蓮
」
「
菖
蒲
」
な
ど

低
湿
地
に
生
え
る
植
物
は
、
全
て
「
こ
ひ
ぢ
」
と
寄
合
に
な
る
。
他
に
「
芦
か
る
わ
ざ
に
身
を
な

尽
く
し
そ
／
踏
み
そ
め
て
い
つ
か
こ
ひ
ぢ
の
果
な
ら
む
」
（
池
田
千
句
・
第
九
「
唐
何
」
四
四
／

四
五
）
、
「
あ
ひ
見
る
ゆ
ゑ
の
こ
ひ
ぢ
な
り
け
り
／
枯
れ
ね
た
ゞ
同
じ
蓮
も
何
な
ら
む
」
（
延
徳
四

年
三
月
三
日
「
初
何
」
五
〇
／
五
一
）
な
ど
。

　
　
　
　
　

恋
路
に
い
か
で
た
が
ふ
心
ぞ

　
　

81　

世
や
は
憂
き
誰
恨
め
し
き
人
な
ら
む

《
解‌�

釈
》
世
の
中
が
辛
い
と
言
う
訳
で
は
な
い
。
取
り
立
て
て
恨
み
に
思
う
人
が
い
る
訳
で
も
な
い
。

不
満
は
な
い
の
だ
。
そ
れ
な
の
に
、
恋
の
道
を
行
く
こ
と
だ
け
は
、
ど
う
し
て
こ
う
も
思
い
通

り
に
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　

世
や
は
憂
き
誰
恨
め
し
き
人
な
ら
む

　
　

82　

老
を
な
せ
め
そ
か
ゝ
ら
ざ
ら
め
や

《
解‌�

釈
》
世
の
中
が
辛
い
と
言
う
が
、
取
り
立
て
て
恨
み
に
思
う
人
が
い
る
訳
で
も
な
い
。
年
老
い

た
せ
い
に
す
る
の
も
間
違
い
だ
。
人
は
誰
で
も
こ
う
な
る
の
だ
か
ら
。
私
だ
け
が
特
別
に
辛
い

の
で
は
な
い
。
世
の
中
は
、
誰
に
と
っ
て
も
辛
い
も
の
な
の
だ
。

　
　
　
　
　

老
を
な
せ
め
そ
か
ゝ
ら
ざ
ら
め
や

　
　

83　

秋
は
時
雨
冬
は
霜
夜
に
ふ
し
わ
び
て

《
解‌�

釈
》
年
を
と
る
と
は
つ
ら
い
も
の
。
秋
・
冬
の
夜
は
体
が
冷
え
る
上
に
、
時
雨
や
霜
が
降
り
か
か
っ

た
り
す
る
と
、
も
う
寝
付
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
時
雨
よ
、
霜
よ
、
そ
う
老
人
を
せ
め
苦
し
め

な
い
で
く
れ
。

※‌�

前
句
の
「
か
ゝ
る
」
は
、
先
の
付
合
で
は
「
か
く
あ
る
」
と
い
う
意
味
。
そ
れ
が
、
こ
の
付
合
で

は
、
時
雨
や
霜
が
「
降
り
か
か
る
」
意
味
に
な
る
。

※‌�

「
か
ゝ
る
」
に
対
し
「
時
雨
」「
霜
」
と
付
け
て
い
る
。
所
謂
「
体
付
」
で
あ
る
。
他
の
例
は
、「
時

雨
」
は
「
照
る
日
な
が
ら
や
雲
か
ゝ
る
ら
む
／
峰
わ
け
の
一
と
ほ
り
な
る
村
時
雨
」
（
紫
野
千
句
・

第
十
「
唐
何
」
六
八
／
六
九
）
、
「
霜
」
は
「
枯
れ
た
る
芦
に
か
ゝ
る
白
雪
／
む
ら
〳
〵
に
松
の
葉

青
く
霜
ふ
り
て
」（
文
明
十
四
年
三
月
二
十
日
「
何
人
」
六
／
七
）な
ど
。
『
下
草
』
に
入
集
（
四
三
〇
）
。

「
秋
は
時
雨
冬
は
霜
夜
に
」
と
続
く
レ
ト
リ
ッ
ク
、
絶
品
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
　
　
　
　

秋
は
時
雨
冬
は
霜
夜
に
ふ
し
わ
び
て

　
　

84　

木
の
葉
降
り
ゆ
く
暁
の
庵

《
解‌�

釈
》
茅
屋
で
の
独
居
生
活
。
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
、
時
雨
の
音
の
寂
し
さ
や
霜
夜
の
寒
さ
が
身

に
し
み
、
寝
付
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
今
夜
も
眠
れ
な
い
ま
ま
暁
を
迎
え
て
し
ま
っ
た
。
外
で
は
、

32
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て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
拠
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
「
山
川
草
木
、
花
鳥
風
月
、
悉
皆
有
情
」
の
宗
祇

の
連
歌
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
擬
人
化
さ
れ
る
。
擬
人
化
表
現
で
あ
る
こ
と
を
明
瞭
に
す
る
た

め
、
解
釈
で
は
「
夕
べ
さ
ん
」
と
し
た
。

※‌�

前
句
の
「
い
は
ぬ
思
ひ
」
は
、
先
の
付
合
で
は
蛍
の
こ
と
。
そ
れ
を
人
の
恋
に
取
り
な
し
て
句
境

を
転
じ
た
付
合
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

夕
べ
の
知
ら
ば
い
か
ゞ
し
の
ば
む

　
　

67　

待
ち
う
か
れ
我
や
行
か
む
の
道
の
辺
に

《
解‌�

釈
》
あ
な
た
を
待
ち
焦
が
れ
て
、
私
の
魂
は
私
の
肉
体
か
ら
遊
離
し
、
あ
な
た
の
所
へ
行
っ
て

し
ま
い
そ
う
で
す
。
そ
の
道
す
が
ら
、
あ
な
た
の
所
へ
行
く
私
の
魂
が
、
夕
べ
さ
ん
に
見
と
が

め
ら
れ
た
ら
、
ど
う
し
ま
し
ょ
う
。
夕
べ
さ
ん
は
、
そ
れ
を
あ
ち
こ
ち
に
言
い
ふ
ら
す
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
そ
う
な
っ
た
ら
、
私
が
い
く
ら
耐
え
忍
ん
で
も
無
駄
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

※‌�

恋
に
身
を
焦
が
し
狂
気
寸
前
の
女
性
の
様
を
「
待
ち
う
か
れ
我
や
行
か
む
の
道
」
と
表
現
し
た
所

が
さ
す
が
宗
祇
。
多
分
、
誰
に
も
マ
ネ
で
き
な
い
技
。
『
下
草
』
に
入
集
す
る
（
六
四
八
）
。

※‌�

肉
体
と
は
別
個
に
魂
が
存
在
し
、
魂
は
主
体
の
意
志
に
関
係
な
く
肉
体
か
ら
遊
離
す
る
こ
と
が
あ

る
と
い
う
の
は
古
典
文
学
の
常
識
。
「
も
の
思
へ
ば
沢
の
蛍
を
我
が
身
よ
り
あ
く
が
れ
に
け
る
魂

か
と
ぞ
見
る
」
（
後
拾
遺
・
二
〇
‐
一
一
六
二
、
和
泉
式
部
）
の
例
が
名
歌
と
し
て
有
名
。

　
　
　
　
　

待
ち
う
か
れ
我
や
行
か
む
の
道
の
辺
に

　
　

68　

見
え
ば
や
人
も
心
な
か
ら
じ

《
解‌�

釈
》
あ
の
人
を
待
ち
焦
が
れ
て
、
私
の
魂
は
肉
体
か
ら
遊
離
し
、
あ
の
人
の
所
へ
行
っ
て
し
ま

い
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
も
し
、
あ
の
人
の
所
へ
行
っ
た
私
の
魂
が
形
象
化
し
て
あ
の
人
に
認

識
さ
れ
れ
ば
、
あ
の
人
は
私
の
こ
と
を
、
少
し
は
憐
れ
に
思
っ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

※‌�

「
魂
が
形
象
化
し
て
相
手
に
認
識
さ
れ
る
」
と
い
う
の
は
、
思
い
が
け
ず
夢
な
ど
に
あ
ら
わ
れ
る

こ
と
。
こ
れ
も
古
典
文
学
の
常
識
。
「
夜
を
か
さ
ね
あ
く
が
れ
出
づ
る
わ
が
魂
の
夢
の
枕
に
見
え

ざ
ら
め
や
は
」
（
隆
信
集
・
七
五
二
）
の
例
が
分
か
り
や
す
い
。

　
　
　
　
　

見
え
ば
や
人
も
心
な
か
ら
じ

　
　

69　

山
里
の
花
を
帰
さ
に
折
り
わ
び
て

《
解‌�

釈
》
山
里
へ
の
花
見
の
帰
途
。
土
産
に
一
枝
折
っ
て
帰
ろ
う
か
と
思
う
が
、
ど
う
も
気
が
と
が

め
る
。
見
つ
か
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
。
け
れ
ど
、
そ
の
人
に
も
花
を
賞
美
す
る
心
が
な
い
わ
け

は
な
い
だ
ろ
う
か
ら
、
私
の
気
持
ち
は
理
解
し
て
も
ら
え
る
は
ず
だ
。
そ
れ
で
も
、
や
っ
ぱ
り

気
が
と
が
め
る
。

　
　
　
　
　

山
里
の
花
を
帰
さ
に
折
り
わ
び
て

　
　

70　

尋
ね
よ
ま
た
も
な
き
桜
か
は

《
解‌�

釈
》
山
里
へ
の
花
見
の
帰
途
。
土
産
に
一
枝
折
っ
て
帰
ろ
う
か
と
思
う
が
、
ど
う
も
気
が
と
が

め
る
。
そ
う
だ
、
近
い
う
ち
に
も
う
一
度
こ
こ
に
来
れ
ば
い
い
の
だ
。
そ
の
時
ま
で
に
桜
の
花

が
散
っ
て
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
ら
。

※‌�

土
産
に
花
を
折
り
帰
る
の
で
は
な
く
、
も
う
一
度
同
じ
場
所
に
来
れ
ば
同
じ
花
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
発
想
が
目
新
し
く
面
白
い
。
「
言
葉
は
古
く
、
心
は
新
し
く
」
の
好
例
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
を
「
尋
ね
よ
」
と
自
分
自
身
に
対
す
る
命
令
表
現
で
言
い
、
さ
ら
に
「
な
き
桜
か
は
」
と
反

語
表
現
で
結
ぶ
所
、
い
か
に
も
宗
祇
流
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

尋
ね
よ
ま
た
も
な
き
桜
か
は

　
　

71　

た
ゞ
に
な
ど
あ
た
ら
春
日
を
つ
く
す
ら
む

《
解‌�

釈
》
行
楽
日
和
の
春
の
日
、
何
も
せ
ず
に
家
に
い
た
ま
ま
で
は
勿
体
な
い
で
し
ょ
う
。
ど
う
も

適
当
な
所
が
見
当
た
ら
な
い
な
ら
、
先
日
の
所
へ
、
ま
た
行
き
な
さ
い
よ
。
別
段
、
一
年
に
同

じ
所
の
花
を
二
度
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
な
ん
て
い
う
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　

た
ゞ
に
な
ど
あ
た
ら
春
日
を
つ
く
す
ら
む

　
　

72　

寝
ざ
め
す
る
夜
の
う
つ
る
だ
に
惜
し

《
解‌�

釈
》
情
趣
あ
ふ
れ
る
春
の
日
を
、
無
駄
に
す
る
の
は
勿
体
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
昼
間
の
こ

と
に
限
り
ま
せ
ん
。
春
の
夜
、ふ
と
寝
覚
め
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
外
を
御
覧
な
さ
い
。
闇
の
中
、

目
が
慣
れ
て
く
る
と
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
お
ぼ
ろ
に
霞
ん
で
浮
か
び
あ
が
る
。
夜
が
明
け
る
の

が
何
だ
か
惜
し
く
感
じ
る
ほ
ど
で
す
。

　
　
　
　
　

寝
ざ
め
す
る
夜
の
う
つ
る
だ
に
惜
し

　
　

73　

音
聞
け
ば
よ
そ
の
時
雨
を
枕
に
て

《
解‌�

釈
》
初
冬
の
夜
、
ふ
と
目
が
覚
め
る
。
時
雨
の
遠
く
に
去
っ
て
ゆ
く
音
が
微
か
に
聞
こ
え
る
。

更
け
行
く
夜
の
静
寂
に
身
を
委
ね
て
い
る
と
、
夜
の
明
け
る
の
が
惜
し
く
感
じ
ら
れ
る
。

※‌�

「
う
つ
る
」
に
「
時
雨
」
が
寄
合
。
他
に
「
松
よ
り
う
つ
る
風
の
真
葛
葉
／
時
雨
る
ゝ
か
信
太
の

森
の
露
深
し
」
（
応
永
二
十
五
年
十
月
二
十
五
日
「
何
船
」
六
八
／
六
九
）
な
ど
。
所
謂
「
体
付
」

で
あ
る
。
ま
た
「
寝
ざ
め
」
に
「
枕
」
も
寄
合
。
「
思
ふ
こ
と
夜
な
〳
〵
尽
き
ぬ
寝
ざ
め
し
て
／

涙
の
か
ゝ
る
枕
だ
に
惜
し
」
（
文
明
十
八
年
二
月
六
日
「
何
人
」
六
七
／
六
八
）
な
ど
。

※‌�

「
音
聞
け
ば
よ
そ
の
時
雨
」
と
言
っ
て
、
去
り
ゆ
く
時
雨
の
音
が
か
す
か
に
聞
こ
え
る
様
を
述
べ
、

そ
の
音
が
遠
く
な
る
に
つ
れ
て
次
第
に
周
囲
の
静
寂
感
が
際
立
つ
よ
う
に
仕
立
て
ら
れ
て
い
る
所

が
宗
祇
の
技
。
「
降
り
過
ぐ
る
時
雨
の
音
を
枕
に
て
」
な
ど
で
は
一
挙
に
凡
庸
な
句
に
な
る
。

　
　
　
　
　

音
聞
け
ば
よ
そ
の
時
雨
を
枕
に
て

　
　

74　

く
も
ら
ぬ
月
に
も
の
な
思
ひ
そ

《
解‌�

釈
》
晩
秋
の
夜
、
時
雨
が
降
り
過
ぎ
て
、
遠
く
に
去
っ
て
ゆ
く
音
が
か
す
か
に
枕
も
と
に
聞
こ

え
る
。
空
は
も
う
晴
れ
、
月
が
皓
々
と
し
た
光
を
地
上
に
投
げ
か
け
て
い
る
。
あ
れ
こ
れ
も
の

思
い
に
耽
る
の
は
止
そ
う
。
し
ば
ら
く
は
、
こ
の
き
れ
い
な
月
を
眺
め
て
心
を
慰
め
る
の
だ
。

　
　
　
　
　

く
も
ら
ぬ
月
に
も
の
な
思
ひ
そ

　
　

75　

荒
ら
さ
ず
は
宿
に
や
は
見
む
野
辺
の
秋

《
解‌�

釈
》
手
入
れ
す
る
人
も
な
く
、
荒
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
こ
の
庭
の
風
情
は
、
ま
る
で
秋
の

野
辺
の
よ
う
だ
。
そ
れ
を
月
が
皓
々
と
照
ら
す
。
も
し
手
入
れ
の
行
き
届
い
た
庭
だ
っ
た
ら
、

こ
の
情
趣
に
身
を
置
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
こ
れ

ほ
ど
の
も
の
が
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
以
外
、
余
計
な
こ
と
を
思
う
必
要
は
あ
る
ま
い
。

33
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マ
シ
に
な
る
だ
ろ
う
。

※‌�
「
霞
」
を
擬
人
化
し
た
上
で
、
「
霞
の
衣
」
の
歌
語
を
「
霞
さ
ん
が
所
有
し
て
い
る
衣
」
の
ご
と

く
取
り
扱
っ
て
、「
春
だ
け
れ
ど
ま
だ
寒
い
の
で
、
衣
を
貸
し
て
ほ
し
い
」と
言
葉
の
上
で
面
白
が
っ

た
付
合
で
あ
り
、
そ
こ
に
俳
諧
性
が
感
ぜ
ら
れ
る
。
近
代
の
研
究
者
に
は
ほ
と
ん
ど
無
視
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
付
合
も
宗
祇
の
一
体
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

隙
か
こ
ふ
軒
端
の
霞
衣
か
せ

　
　

58　

山
に
も
身
こ
そ
隠
し
わ
び
ぬ
れ

《
解‌�

釈
》
俗
世
間
を
離
れ
、
身
を
隠
そ
う
と
、
こ
の
山
中
に
居
を
占
め
た
の
で
あ
る
が
、
建
物
は
隙

間
だ
ら
け
で
外
か
ら
丸
見
え
だ
。
こ
れ
で
は
、
と
て
も
身
を
隠
す
こ
と
な
ど
で
き
な
い
。
霞
よ
、

お
前
さ
ん
の
衣
を
私
に
貸
し
て
く
れ
な
い
か
。
そ
れ
で
隙
間
を
塞
ぎ
た
い
の
だ
。

※‌�

先
の
付
合
と
同
じ
く
俳
諧
的
な
付
合
で
あ
る
。
衣
を
貸
し
て
欲
し
い
と
い
う
理
由
を
変
え
て
、
巧

妙
に
句
境
を
転
換
し
て
い
る
。
や
は
り
宗
祇
の
腕
。

　
　
　
　
　

山
に
も
身
こ
そ
隠
し
わ
び
ぬ
れ

　
　

59　

思
ひ
た
つ
一
重
心
に
世
を
出
で
ゝ

《
解‌�

釈
》
俗
世
を
離
れ
よ
う
と
思
い
立
ち
、
そ
の
一
途
な
心
で
、
こ
の
山
中
に
身
を
隠
す
べ
く
居
を

占
め
た
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
人
影
が
全
く
絶
え
る
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
身
を
隠
し
き
る

こ
と
は
で
き
そ
う
に
な
い
。
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
。

※‌�

「
身
こ
そ
隠
し
わ
び
ぬ
れ
」
に
「
一
重
」
と
付
け
た
所
が
ポ
イ
ン
ト
。
「
一
重
」
は
「
単
衣
」
の

こ
と
。
裏
が
な
い
の
で
肌
が
ス
ケ
ス
ケ
に
な
る
。
『
源
氏
物
語
』
賢
木
巻
に
「
ひ
と
へ
を
着
た
ま

へ
る
に
、
透
き
た
ま
へ
る
肌
つ
き
」
云
々
と
あ
る
例
が
分
か
り
や
す
い
。
こ
れ
も
発
想
が
俳
諧
的

で
面
白
い
。

　
　
　
　
　

思
ひ
た
つ
一
重
心
に
世
を
出
で
ゝ

　
　

60　

浅
き
を
聞
く
も
法
な
ら
ず
や
は

《
解‌�

釈
》
仏
の
教
え
に
も
深
浅
の
差
が
あ
る
そ
う
だ
が
、
別
段
浅
い
教
え
で
あ
っ
て
も
仏
の
教
え
で

あ
る
こ
と
に
違
い
は
な
い
。
浅
い
の
か
深
い
の
か
知
ら
な
い
が
、
そ
れ
を
聞
い
て
私
は
、
ひ
た

す
ら
に
俗
世
を
出
よ
う
と
思
い
立
っ
た
の
だ
。

　
　
　
　
　

浅
き
を
聞
く
も
法
な
ら
ず
や
は

　
　

61　

渡
れ
人
船
待
つ
ほ
ど
の
水
も
な
し

《
解‌�

釈
》
仏
の
教
え
に
も
深
浅
の
差
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
別
段
浅
い
教
え
で
あ
っ
て
も
仏

の
教
え
で
あ
る
こ
と
に
違
い
は
な
い
。
人
は
そ
れ
を
信
じ
て
、
徒
歩
で
も
向
こ
う
の
岸
へ
渡
れ

ば
よ
い
。
川
は
、
船
で
な
け
れ
ば
渡
れ
な
い
ほ
ど
水
が
深
い
所
ば
か
り
で
は
な
い
の
だ
。

※‌�

「
法
」
に
「
乗
り
」
を
利
か
せ
て
、
そ
れ
と
「
船
」
と
が
寄
合
。
例
は
「
心
に
と
め
ぬ
法
の
か
な

し
さ
／
一
夜
寝
る
室
の
友
船
こ
ぎ
離
れ
」
（
美
濃
千
句
・
第
九
「
何
色
」
三
二
／
三
三
）
な
ど
。

　
　
　
　
　

渡
れ
人
船
待
つ
ほ
ど
の
水
も
な
し

　
　

62　

は
る
ゝ
も
出
で
ぬ
五
月
雨
の
宿

《
解‌�

釈
》
旅
の
途
次
、
降
り
つ
づ
く
五
月
雨
の
た
め
に
宿
に
と
じ
こ
め
ら
れ
て
い
た
が
、
よ
う
や
く

雨
も
止
ん
で
空
も
晴
れ
た
。
次
第
に
川
の
水
嵩
も
減
っ
て
き
て
徒
歩
で
渡
れ
る
ほ
ど
に
な
っ
た
。

船
で
な
け
れ
ば
渡
れ
な
い
ほ
ど
で
は
な
い
。
も
う
い
い
だ
ろ
う
。
さ
あ
、
出
発
だ
。

※‌�

第
五
七
句
に
「
軒
端
」
と
あ
り
、
居
所
（
宿
）
が
間
隔
四
句
で
指
合
を
生
じ
て
い
る
。
後
の
連
歌

で
は
強
く
批
判
さ
れ
る
所
で
あ
る
が
、
宗
祇
連
歌
の
去
嫌
は
時
に
鷹
揚
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

は
る
ゝ
も
出
で
ぬ
五
月
雨
の
宿

　
　

63　

月
ぞ
憂
き
雲
の
い
づ
こ
に
更
け
ぬ
ら
む

《
解‌�

釈
》
宿
に
降
り
こ
め
ら
れ
て
い
た
五
月
雨
も
止
ん
で
、
空
も
晴
れ
た
。
夜
も
更
け
て
月
が
見
え

る
は
ず
だ
が
、
ど
こ
に
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
雲
に
隠
れ
て
見
え
な
い
。
月
よ
、
ど
う
し
て
姿
を

見
せ
て
く
れ
な
い
の
だ
。
私
は
つ
ら
い
で
は
な
い
か
。

※‌�

前
句
の
「
出
で
ぬ
」
は
、
こ
の
付
合
で
は
「
月
」
の
こ
と
に
な
る
。
美
し
い
表
現
の
中
に
機
知
を

利
か
し
た
い
か
に
も
宗
祇
ら
し
い
付
合
で
あ
る
。
『
下
草
』
に
入
集
す
る
（
六
四
八
）
。

　
　
　
　
　

月
ぞ
憂
き
雲
の
い
づ
こ
に
更
け
ぬ
ら
む

　
　

64　

夜
は
ひ
や
ゝ
か
に
蛍
と
ぶ
か
げ

《
解‌�

釈
》
夏
の
夜
は
更
け
て
、
飛
び
交
う
蛍
の
光
も
ひ
や
や
か
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。
月
が
出
て
い
る

は
ず
だ
が
、
ど
こ
に
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
雲
に
隠
れ
て
見
え
な
い
。
月
よ
、
ど
う
し
て
姿
を
見

せ
て
く
れ
な
い
の
だ
。
私
は
つ
ら
い
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　

夜
は
ひ
や
ゝ
か
に
蛍
と
ぶ
か
げ

　
　

65　

荻
に
風
い
は
ぬ
思
ひ
の
こ
た
へ
し
て

《
解‌�

釈
》
ひ
や
ゝ
か
に
更
け
て
ゆ
く
初
秋
の
夜
。
も
の
言
わ
ぬ
蛍
が
飛
び
交
う
。
荻
の
葉
が
風
に
吹

か
れ
て
、
そ
よ
と
音
を
立
て
る
。
ま
る
で
、
言
う
に
言
わ
れ
ぬ
蛍
の
思
い
を
思
い
や
っ
て
、
「
そ

う
だ
ね
」
と
応
じ
て
い
る
よ
う
で
は
な
い
か
。

※‌�

若
い
人
の
た
め
に
言
え
ば
、
蛍
は
鳴
か
な
い
が
、
思
い
の
火
に
燃
え
る
と
い
う
発
想
は
古
典
文
学

の
常
識
。
「
音
も
せ
で
思
ひ
に
も
ゆ
る
蛍
こ
そ
鳴
く
虫
よ
り
も
あ
は
れ
な
り
け
れ
」
（
後
拾
遺
・
三

‐
二
一
六
、
源
重
之
）
な
ど
。
ま
た
、
荻
に
風
が
吹
く
と
「
そ
よ
」
と
音
が
す
る
と
い
う
の
も
常
識
。

「
荻
の
葉
に
そ
よ
と
聞
こ
え
て
吹
く
風
に
落
つ
る
涙
や
露
と
置
く
ら
む
」
（
続
古
今
・
四
‐

三
〇
〇
、
安
法
法
師
）
が
分
か
り
や
す
い
。
「
そ
よ
」
は
「
其
よ
」
で
、
「
そ
う
だ
よ
」
と
い
う
意

味
に
な
る
（
岩
波
古
語
辞
典
）
。

　
　
　
　
　

荻
に
風
い
は
ぬ
思
ひ
の
こ
た
へ
し
て

　
　

66　

夕
べ
の
知
ら
ば
い
か
ゞ
し
の
ば
む

《
解‌�
釈
》
荻
に
風
が
吹
い
て
「
そ
よ
」
と
音
を
た
て
て
い
ま
す
。
言
う
に
言
え
な
い
私
の
こ
の
思
い

に
対
し
、
ま
る
で
「
そ
う
だ
ね
」
と
応
じ
て
く
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
け
れ
ど
、
そ
の
声
を
聞

い
て
、
夕
べ
さ
ん
ま
で
も
が
私
の
思
い
を
知
っ
た
ら
、
ど
う
し
ま
し
ょ
う
。
夕
べ
さ
ん
は
、
そ

れ
を
あ
ち
こ
ち
に
言
い
ふ
ら
す
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
な
っ
た
ら
、
私
が
い
く
ら
耐
え
忍
ん

で
も
無
駄
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

※‌�

「
夕
べ
の
知
ら
ば
」
の
部
分
、
「
夕
べ
の
空
は
」
と
す
る
テ
キ
ス
ト
が
あ
る
。
現
代
人
に
は
「
夕

べ
の
空
は
」
の
方
が
自
然
な
気
が
す
る
が
、
句
集
で
は
諸
本
す
べ
て
「
夕
べ
の
知
ら
ば
」
と
な
っ

34
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大
地
震
に
よ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
連
歌
の
九
年
後
で
あ
る
。

※‌�
「
風
わ
た
る
浜
名
の
橋
の
夕
塩
に
さ
ゝ
れ
て
の
ぼ
る
海
士
の
釣
船
」
（
続
古
今
・
一
九
‐

一
七
三
〇
、
前
大
納
言
為
家
）
に
依
拠
し
て
、
「
海
士
の
釣
船
」
に
「
浜
名
の
橋
」
と
付
け
て
い

る
か
。

　
　
　
　
　

浜
名
の
橋
を
た
ゞ
に
や
は
見
む

　
　

49　

す
み
渡
る
月
に
い
そ
ぐ
な
天
つ
雁

《
解‌�

釈
》
秋
の
夜
の
浜
名
の
橋
。
北
は
湖
、
南
は
海
。
広
々
と
し
た
夜
空
に
は
雲
一
つ
な
く
、
澄
み
切
っ

た
月
の
光
が
隈
な
く
地
上
を
照
ら
し
て
い
る
。
雁
が
鳴
き
な
が
ら
渡
っ
て
ゆ
く
。
水
面
に
は
月

が
影
を
映
し
、
さ
ら
に
、
渡
る
雁
の
影
さ
え
も
が
映
じ
て
い
る
。
雁
よ
、
そ
ん
な
に
急
が
な
く

て
も
よ
い
。
こ
の
素
晴
ら
し
い
光
景
を
た
だ
に
見
過
ご
す
の
は
、
お
前
だ
っ
て
惜
し
い
と
思
っ

て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

※‌�

先
の
付
合
と
同
じ
く
浜
名
の
橋
の
叙
景
で
あ
る
が
、
季
節
は
春
か
ら
秋
へ
と
見
事
に
転
換
し
て
い

る
。
表
現
も
こ
の
上
な
く
美
し
い
。
『
下
草
』
に
入
集
（
三
〇
六
）
す
る
が
、
そ
れ
も
当
然
の
付

合
と
言
え
よ
う
。

※‌�

可
能
性
と
し
て
は
い
く
つ
か
の
解
釈
が
あ
り
得
る
が
、
雁
も
自
分
と
同
じ
よ
う
に
思
っ
て
い
る
だ

ろ
う
と
し
て
、
雁
に
呼
び
か
け
て
い
る
よ
う
に
解
釈
す
る
の
が
、
宗
祇
連
歌
の
解
釈
と
し
て
正
し

い
。
こ
れ
は
、
理
屈
で
な
く
、
彼
の
連
歌
を
数
多
く
味
読
す
る
こ
と
で
体
得
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

私
自
身
は
、
月
が
隈
な
く
照
ら
す
空
を
行
く
雁
に
む
か
っ
て
、
一
体
、
彼
以
外
の
誰
が
「
澄
み
わ

た
る
月
に
急
ぐ
な
」
と
呼
び
か
け
る
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
か
と
さ
え
思
う
。
若
い
人
の
た
め

に
、
敢
え
て
贅
言
す
る
。

※‌�

連
歌
で
は
め
っ
た
に
詠
ま
れ
な
い
名
所
だ
が
、
「
浜
名
の
橋
」
に
「
雁
」
が
寄
合
の
は
ず
。
「
初
雁

の
声
の
ゆ
く
へ
も
白
波
の
浜
名
の
橋
の
霧
の
あ
け
ぼ
の
」
（
飛
鳥
井
集
・
一
〇
〇
三
）
な
ど
。

　
　
　
　
　

す
み
渡
る
月
に
い
そ
ぐ
な
天
つ
雁

　
　

50　

小
萩
う
つ
ろ
ふ
い
寝
が
て
の
頃

《
解‌�

釈
》
秋
も
た
け
、
盛
り
だ
っ
た
小
萩
も
う
つ
ろ
い
は
じ
め
た
頃
、
澄
み
渡
っ
た
空
の
月
が
皓
々

と
地
上
に
光
を
投
げ
か
け
、
そ
れ
に
照
ら
さ
れ
て
雁
の
鳴
き
渡
っ
て
行
く
の
が
見
え
る
。
素
晴

ら
し
い
秋
の
情
趣
に
、と
て
も
寝
て
な
ど
い
ら
れ
な
い
。
雁
よ
、
そ
ん
な
に
急
が
な
く
て
も
よ
い
。

こ
の
素
晴
ら
し
い
光
景
を
、
お
前
も
ゆ
っ
く
り
と
味
わ
え
ば
い
い
の
だ
。

※‌�

「
雁
」
に
「
萩
」
が
寄
合
。
他
の
例
は
「
ひ
と
り
守
る
田
の
面
の
雁
や
露
も
憂
し
／
下
葉
も
も
ろ

く
小
萩
ち
る
頃
」
（
寛
正
二
年
正
月
一
日
「
何
人
」
九
／
一
〇
）
な
ど
宗
祇
好
み
の
も
の
で
あ
る
。

「
夜
を
寒
み
こ
ろ
も
雁
が
ね
鳴
く
な
べ
に
萩
の
下
葉
も
う
つ
ろ
ひ
に
け
り
」
（
古
今
・
四
‐

二
一
一
、
よ
み
人
し
ら
ず
）
の
和
歌
が
有
名
。

　
　
　
　
　

小
萩
う
つ
ろ
ふ
い
寝
が
て
の
頃

　
　

51　

し
を
る
な
よ
身
に
今
よ
り
の
秋
の
風

《
解‌�

釈
》
秋
も
た
け
、
盛
り
だ
っ
た
小
萩
も
う
つ
ろ
い
は
じ
め
た
。
様
々
な
思
い
が
去
来
し
、
中
々

寝
付
く
こ
と
が
で
な
い
。
風
の
音
が
聞
こ
え
る
。
こ
れ
か
ら
冬
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
風
は
さ
ら

に
身
に
し
む
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
が
、
も
う
こ
れ
以
上
、
私
に
辛
く
当
た
ら
な
い
で
く
れ
。

　
　
　
　
　

し
を
る
な
よ
身
に
今
よ
り
の
秋
の
風

　
　

52　

夕
こ
え
来
れ
ば
山
ぞ
か
さ
な
る

《
解‌�

釈
》
晩
秋
の
旅
の
夕
方
、
今
日
の
道
を
あ
ら
た
め
て
振
り
返
る
と
、
越
え
て
来
た
山
々
が
背
後

に
重
な
っ
て
見
え
る
。
こ
れ
か
ら
冬
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
秋
風
は
さ
ら
に
寒
く
身
に
し
む
よ
う

に
な
る
だ
ろ
う
が
、
も
う
こ
れ
以
上
、
私
に
辛
く
当
た
ら
な
い
で
く
れ
。

　
　
　
　
　

夕
こ
え
来
れ
ば
山
ぞ
か
さ
な
る

　
　

53　

降
り
そ
む
る
朝
の
雪
に
駒
な
べ
て

《
解‌�

釈
》
今
朝
、
雪
が
降
り
始
め
た
所
を
、
駒
を
並
べ
て
出
発
し
、
こ
こ
ま
で
辿
り
つ
い
た
。
夕
方

に
な
っ
て
来
た
道
を
振
り
返
る
と
、
今
日
越
え
て
来
た
山
々
が
背
後
に
重
な
っ
て
見
え
る
。

※‌�

「
夕
」
に
「
朝
」
と
語
を
選
び
、「
か
さ
な
る
」
に
「
雪
」
と
寄
合
を
と
っ
て
い
る
の
が
ポ
イ
ン
ト
。

他
の
例
は
、
前
者
は
「
秋
霧
は
夕
べ
を
こ
む
る
籬
に
て
／
春
の
朝
や
色
に
霞
め
る
」（
文
安
雪
千
句
・

第
一
「
何
路
」
六
九
／
七
〇
）
な
ど
。
後
者
は
「
か
さ
な
る
峰
は
遠
き
山
の
端
／
降
り
続
く
そ
れ

か
と
見
ゆ
る
富
士
の
雪
」
（
応
永
三
十
一
年
三
月
十
八
日
「
山
何
」
二
四
／
二
五
）
な
ど
。

　
　
　
　
　

降
り
そ
む
る
朝
の
雪
に
駒
な
べ
て

　
　

54　

枯
野
を
と
ふ
は
た
ゞ
都
人

《
解‌�

釈
》
朝
か
ら
雪
が
降
り
出
し
た
枯
野
。
そ
こ
を
訪
れ
る
の
は
、
（
鷹
狩
の
た
め
に
）
馬
を
並
べ
て

行
く
都
人
ば
か
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

枯
野
を
と
ふ
は
た
ゞ
都
人

　
　

55　

薮
し
わ
か
ず
も
と
め
ば
梅
や
花
も
見
む

《
解‌�

釈
》
都
人
が
春
の
息
吹
を
求
め
て
枯
野
を
訪
れ
て
い
ま
す
。
薮
と
い
わ
ず
あ
ち
こ
ち
隈
な
く
探

し
求
め
れ
ば
、
ま
だ
莟
の
梅
も
、
嬉
し
く
て
き
っ
と
花
を
咲
開
か
せ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

※‌�

「
日
の
ひ
か
り
薮
し
わ
か
ね
ば
石
上
ふ
り
に
し
里
に
花
も
咲
き
け
り
」
（
古
今
・
一
七
‐
八
七
〇
、

ふ
る
の
い
ま
み
ち
）
を
踏
ま
え
る
。
詞
書
に
「
石
上
並
松
が
宮
仕
へ
も
せ
で
石
上
と
い
ふ
所
に
こ

も
り
侍
り
け
る
を
、
に
は
か
に
冠
た
ま
は
れ
り
け
れ
ば
、
よ
ろ
こ
び
言
ひ
つ
か
は
す
と
て
」
云
々

と
あ
り
。

　
　
　
　
　

薮
し
わ
か
ず
も
と
め
ば
梅
や
花
も
見
む

　
　

56　

あ
せ
た
る
村
の
春
寒
き
か
げ

《
解‌�
釈
》
人
気
も
稀
な
さ
び
れ
た
村
は
、
ま
だ
寒
々
と
し
て
、
春
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
は
何
も
な
い

よ
う
で
す
。
そ
れ
で
も
、
薮
と
い
わ
ず
あ
ち
こ
ち
隈
な
く
探
し
求
め
れ
ば
、
梅
が
花
を
咲
か
せ

て
い
る
の
を
見
つ
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　

あ
せ
た
る
村
の
春
寒
き
か
げ

　
　

57　

隙
か
こ
ふ
軒
端
の
霞
衣
か
せ

《
解‌�

釈
》
人
気
も
稀
な
さ
び
れ
た
村
。
春
は
ま
だ
寒
々
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
霞
に
包
ま
れ
て

い
る
。
私
の
住
む
こ
の
陋
屋
は
隙
間
だ
ら
け
で
、
風
が
吹
き
込
ん
で
身
に
当
た
る
。
霞
よ
、
お

前
さ
ん
の
衣
を
、
私
に
貸
し
て
く
れ
な
い
か
。
そ
う
し
て
く
れ
る
な
ら
、
こ
の
寒
さ
も
少
し
は

35
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す
風
の
名
残
で
波
立
っ
て
い
る
湖
面
に
、
揺
れ
な
が
ら
そ
の
影
を
浮
か
べ
て
い
る
。

※‌�
風
が
吹
き
過
ぎ
た
後
、
水
面
に
映
る
月
影
の
揺
れ
る
様
を
間
接
的
に
描
写
す
る
手
法
が
見
事
で
、

さ
す
が
宗
祇
と
思
わ
せ
る
。
『
下
草
』
に
入
集
す
る
（
五
八
二
）
。

※‌�

「
月
」
で
秋
季
と
な
る
が
、
第
三
二
句
と
間
隔
六
句
で
指
合
を
生
じ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

船
渡
す
夜
中
に
月
は
か
た
ぶ
き
て

　
　

40　

待
つ
に
更
け
て
の
星
あ
ひ
や
憂
き

《
解‌�

釈
》
夜
も
更
け
て
月
も
南
の
空
に
入
ろ
う
と
し
は
じ
め
た
が
、
い
く
ら
待
っ
て
も
あ
の
人
は
来

な
い
。
今
夜
は
七
夕
。
今
頃
は
彦
星
の
妻
迎
え
船
が
天
の
川
を
渡
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
一

年
に
一
度
し
か
逢
え
な
い
二
星
で
す
ら
今
夜
は
逢
え
る
と
い
う
の
に
、
私
は
あ
の
人
に
逢
う
こ

と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
を
思
う
と
、
つ
ら
さ
が
募
る
ば
か
り
で
あ
る
。

※‌�

前
句
の
「
船
」
を
天
の
川
の
船
に
取
り
な
し
て
、
句
境
を
大
き
く
転
じ
て
い
る
。
こ
れ
も
見
事
。

※‌�

「
船
」
に
「
待
つ
」
が
寄
合
。
他
の
例
は
「
い
づ
ち
出
で
な
む
島
か
げ
の
船
／
浦
遠
く
と
も
な
ふ

人
を
待
つ
暮
に
」（
熊
野
千
句
・
第
九
「
朝
何
」
八
八
／
八
九
）
な
ど
（
証
歌
省
略
）
。
た
だ
し
「
船
」

に
「
待
つ
」
と
付
け
る
の
は
所
謂
「
用
付
」
で
、
後
の
連
歌
で
は
好
ま
れ
な
い
。

　
　
　
　
　

待
つ
に
更
け
て
の
星
あ
ひ
や
憂
き

　
　

41　

秋
を
契
り
暮
を
た
の
む
も
い
た
づ
ら
に

《
解‌�

釈
》
秋
に
な
っ
て
か
ら
は
、
暮
ご
と
に
「
今
日
こ
そ
は
あ
の
人
が
来
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
」

と
思
っ
て
待
つ
の
だ
け
れ
ど
、
あ
の
人
は
来
な
い
。
「
秋
に
は
必
ず
」
と
い
っ
た
あ
の
人
の
言
葉

は
一
体
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
夜
も
更
け
た
。
今
夜
は
七
夕
。
一
年
に
一
度
し
か
逢
え
な
い

二
星
で
す
ら
今
夜
は
逢
え
る
と
い
う
の
に
、
私
は
あ
の
人
に
逢
え
な
い
。
そ
れ
を
思
う
と
、
つ

ら
さ
が
募
る
ば
か
り
で
あ
る
。

※‌�

「
秋
を
契
り
暮
を
た
の
む
」
と
い
う
わ
ざ
と
字
余
り
に
し
た
レ
ト
リ
ッ
ク
の
情
感
の
深
さ
、
私
に

は
、
さ
す
が
宗
祇
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。

　
　
　
　
　

秋
を
契
り
暮
を
た
の
む
も
い
た
づ
ら
に

　
　

42　

な
ほ
い
つ
ま
で
の
思
ひ
な
ら
ま
し

《
解‌�

釈
》
秋
に
な
っ
た
。
暮
ご
と
に
「
今
日
こ
そ
は
あ
の
人
が
来
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
思
っ

て
待
つ
の
だ
け
れ
ど
、
あ
の
人
は
来
な
い
。
「
秋
に
は
必
ず
」
と
い
っ
た
あ
の
人
の
言
葉
は
一
体

何
だ
っ
た
の
か
。
そ
し
て
、
私
は
こ
ん
な
思
い
で
、
い
つ
ま
で
あ
の
人
を
待
ち
続
け
ね
ば
な
ら

な
い
の
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　

な
ほ
い
つ
ま
で
の
思
ひ
な
ら
ま
し

　
　

43　

仮
の
身
を
は
じ
め
な
き
世
に
う
け
そ
め
て

《
解‌�

釈
》
限
り
も
な
く
遠
い
昔
か
ら
の
因
縁
で
、
た
ま
た
ま
人
間
と
し
て
仮
の
身
を
受
け
た
の
だ
が
、

こ
の
苦
し
み
は
、
い
つ
ま
で
続
く
の
か
。
こ
の
六
道
か
ら
解
脱
し
な
い
限
り
、
永
遠
に
苦
の
世

界
を
輪
廻
す
る
の
だ
ろ
う
。

※‌�

「
は
じ
め
な
き
」
は
「
無
始
」
の
訓
読
語
。
仏
教
で
「
限
り
な
く
遠
い
昔
か
ら
」
の
意
。
「
六
道
」

は
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
修
羅
・
人
間
・
天
の
六
界
で
、
苦
の
世
界
。
若
い
人
の
た
め
。

　
　
　
　
　

仮
の
身
を
は
じ
め
な
き
世
に
う
け
そ
め
て

　
　

44　

誰
を
う
ら
や
み
誰
を
く
た
さ
む

《
解‌�

釈
》
我
々
は
全
て
、
限
り
も
な
く
遠
い
昔
か
ら
の
因
縁
で
六
道
に
輪
廻
し
、
た
ま
た
ま
人
間
と

し
て
仮
の
身
を
受
け
た
存
在
。
誰
を
羨
も
う
が
、
誰
を
け
な
そ
う
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
無
意
味
。

み
ん
な
同
じ
よ
う
に
苦
の
世
界
に
い
る
の
だ
。

　
　
　
　
　

誰
を
う
ら
や
み
誰
を
く
た
さ
む

　
　

45　

咲
か
ぬ
木
も
時
し
る
花
の
一
さ
か
り

《
解‌�

釈
》
花
の
咲
か
な
い
木
の
よ
う
な
自
分
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
時
々
の
花
の
盛
り
は
わ
か
る
。

だ
か
ら
と
言
っ
て
、
誰
か
を
羨
ん
だ
り
、
誰
か
を
け
な
し
た
り
し
よ
う
と
は
思
わ
な
い
。
所
詮

は
花
の
一
さ
か
り
。
栄
枯
盛
衰
は
世
の
な
ら
い
な
の
だ
か
ら
。

　
　
　
　
　

咲
か
ぬ
木
も
時
し
る
花
の
一
さ
か
り

　
　

46　

山
は
み
ど
り
の
春
深
き
色

《
解‌�

釈
》
花
の
咲
か
な
い
木
の
よ
う
な
自
分
で
も
時
節
の
移
り
変
わ
り
は
わ
か
る
。
一
時
あ
れ
ほ
ど

に
咲
き
誇
っ
て
い
た
花
も
散
っ
た
。
山
々
は
緑
の
色
が
深
く
、
春
も
終
わ
り
が
近
い
の
だ
。

　
　
　
　
　

山
は
み
ど
り
の
春
深
き
色

　
　

47　

霞
こ
ぐ
海
士
の
釣
船
遠
き
江
に

《
解‌�

釈
》
入
江
を
漕
ぎ
ゆ
く
海
士
の
釣
船
が
遠
く
霞
の
中
に
消
え
て
行
く
。
山
々
の
緑
も
色
濃
く
な
り
、

晩
春
の
情
趣
が
深
い
。

※‌�

『
下
草
』
に
入
集
す
る
（
六
）
。
一
見
、
平
凡
な
眺
望
の
付
合
で
し
か
な
い
よ
う
だ
が
、
そ
う
で

は
な
い
。
味
読
す
れ
ば
、
宗
祇
連
歌
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
が
感
じ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
れ

る
。
仮
に
、
付
句
に
「
霞
」
の
語
が
な
く
「
漕
ぎ
か
へ
る
海
士
の
釣
船
遠
き
江
に
」
で
あ
っ
た
と

し
よ
う
。
そ
れ
で
は
朦
朧
・
駘
蕩
と
し
た
情
趣
の
深
さ
が
な
く
、
平
凡
な
叙
景
句
に
な
っ
て
し
ま

う
。
「
遠
き
」
が
な
く
「
霞
こ
ぐ
海
人
の
釣
船
わ
た
る
江
に
」
だ
と
し
た
ら
、
眺
望
に
奥
行
が
な

く
な
り
、
こ
れ
も
凡
庸
に
な
る
。
「
霞
」
も
「
遠
き
」
も
残
し
て
「
遠
き
江
の
霞
に
消
ゆ
る
海
士

小
舟
」
だ
と
し
て
も
、
仕
立
の
美
し
さ
の
面
で
大
差
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
「
霞
こ
ぐ
」
と
い
う
措

辞
も
、
「
遠
き
江
に
」
と
い
う
レ
ト
リ
ッ
ク
も
、
私
の
調
査
の
限
り
和
歌
に
は
例
の
見
出
さ
れ
な

い
も
の
で
あ
る
。
若
い
人
に
は
、
是
非
そ
こ
ま
で
踏
み
込
ん
で
、
宗
祇
連
歌
の
水
準
を
理
解
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
妄
言
多
謝
。

　
　
　
　
　

霞
こ
ぐ
海
士
の
釣
船
遠
き
江
に

　
　

48　

浜
名
の
橋
を
た
ゞ
に
や
は
見
む

《
解‌�

釈
》
入
江
を
漕
ぎ
ゆ
く
海
士
の
釣
船
が
、
霞
の
中
に
消
え
て
行
く
。
こ
の
浜
名
の
橋
の
あ
た
り

の
素
晴
ら
し
い
光
景
を
、
人
は
た
だ
ぼ
ん
や
り
と
見
過
ご
し
て
よ
い
も
の
だ
ろ
う
か
。

※‌�

「
浜
名
の
橋
」
は
遠
江
国
の
名
所
。
古
く
浜
名
湖
は
海
と
隔
た
っ
た
淡
水
湖
で
、
浜
名
川
が
流
れ

出
て
遠
州
灘
に
注
い
で
い
た
。
そ
の
浜
名
川
に
掛
け
ら
れ
て
い
た
の
が
浜
名
の
橋
で
あ
る
。
そ
の

辺
り
の
当
時
の
景
色
は
『
更
科
日
記
』
や
『
東
関
紀
行
』
に
描
写
が
あ
る
。
な
お
、
全
く
の
蛇
足

だ
が
、
浜
名
湖
が
遠
州
灘
と
つ
な
が
っ
た
の
は
明
応
七
年
八
月
二
十
五
日
、
東
海
地
方
を
襲
っ
た

36
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ひ
と
り
や
月
の
ゆ
く
へ
を
も
見
む

　
　

31　

分
か
ざ
ら
む
秋
の
空
か
は
待
て
し
ば
し

《
解‌�
釈
》
な
ん
だ
、
君
は
も
う
帰
る
の
か
。
し
ば
ら
く
待
て
よ
。
今
夜
は
他
で
も
な
い
、
一
年
で
も

特
別
だ
と
さ
れ
て
い
る
名
月
の
夜
で
は
な
い
か
。
二
人
で
歓
を
尽
く
そ
う
。
私
独
り
で
月
の
行

方
を
見
守
る
な
ん
て
こ
と
、
さ
せ
な
い
で
く
れ
。

※‌�

「
分
か
ざ
ら
む
秋
の
空
か
は
」
の
意
味
が
解
り
に
く
い
が
、「
分
か
な
い
秋
の
空
」
の
反
語
で
「
分

く
秋
の
空
」
。
「
分
く
」
を
「
区
別
す
る
」
の
意
味
だ
と
す
る
と
、
並
の
秋
の
空
で
は
な
い
「
特
別

な
秋
の
空
」
と
い
う
こ
と
で
、
前
句
の
「
月
」
と
の
関
連
で
「
秋
の
名
月
の
空
」
の
こ
と
だ
と
解

釈
し
た
。
一
抹
の
不
安
は
あ
る
が
、
そ
れ
で
解
釈
は
う
ま
く
行
く
。
如
何
。

　
　
　
　
　

分
か
ざ
ら
む
秋
の
空
か
は
待
て
し
ば
し

　
　

32　

い
さ
や
命
の
の
ち
の
夕
露

《
解‌�

釈
》
死
期
を
目
前
に
し
て
眺
め
る
秋
の
夕
べ
の
空
。
私
の
命
は
、
あ
た
り
に
置
か
れ
て
い
る
露

の
よ
う
に
、
は
か
な
く
消
え
る
こ
と
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
、
も
う
し
ば
ら
く
こ
の
夕
べ
の
空
を
眺

め
て
い
た
い
の
だ
。
私
は
も
う
、
明
日
の
夕
べ
の
空
は
眺
め
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
ら
。

※‌�

「
分
か
ざ
ら
ん
秋
の
空
」
は
、
こ
の
付
合
で
は
「
人
生
最
後
の
日
の
秋
の
空
」
と
い
う
内
容
に
な

る
と
思
う
。
ま
た
、
付
句
の
仕
立
は
超
論
理
的
に
語
を
連
鎖
さ
せ
て
い
る
も
の
な
の
で
、
解
釈
が

難
し
い
が
、
右
の
ご
と
く
と
し
た
。
如
何
。

　
　
　
　
　

い
さ
や
命
の
の
ち
の
夕
露

　
　

33　

草
の
原
名
残
忘
れ
ぬ
人
も
が
な

《
解‌�

釈
》
ま
も
な
く
私
の
命
は
、
置
か
れ
た
夕
露
の
よ
う
に
、は
か
な
く
消
え
る
こ
と
だ
ろ
う
。
私
は
、

所
詮
、
草
の
原
。
わ
ざ
わ
ざ
訪
れ
る
人
な
ど
い
よ
う
は
ず
は
な
い
が
、
せ
め
て
忘
れ
ず
に
思
い

出
し
て
く
れ
る
人
が
い
て
ほ
し
い
と
思
う
。

※‌�

「
草
の
原
」
は
『
源
氏
物
語
』
花
宴
巻
の
「
う
き
身
世
に
や
が
て
消
え
な
ば
尋
ね
て
も
草
の
原
を

ば
問
は
じ
と
や
思
ふ
」
に
基
づ
く
表
現
。
「
何
の
花
が
咲
く
訳
で
も
な
い
、
た
だ
の
草
の
原
」
と

い
う
意
。

　
　
　
　
　

草
の
原
名
残
忘
れ
ぬ
人
も
が
な

　
　

34　

桜
う
ち
散
り
里
ぞ
ふ
り
ゆ
く

《
解‌�

釈
》
咲
い
て
い
た
桜
も
散
り
、
以
前
と
同
じ
人
目
も
稀
な
寂
れ
た
里
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。

野
も
、
今
は
草
の
原
。
わ
ざ
わ
ざ
訪
れ
る
人
な
ど
い
よ
う
は
ず
は
な
い
が
、
せ
め
て
桜
を
惜
し

ん
だ
こ
と
を
忘
れ
ず
に
思
い
出
し
て
く
れ
る
人
が
い
て
ほ
し
い
と
思
う
。

※‌�

言
わ
ず
も
が
な
だ
が
、
前
句
の
「
名
残
」
は
、
先
の
付
合
で
は
「
人
と
の
死
別
」
。
そ
れ
を
「
花

と
の
別
れ
」
に
取
り
な
し
て
句
境
を
転
じ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

桜
う
ち
散
り
里
ぞ
ふ
り
ゆ
く

　
　

35　

た
ち
な
れ
し
狩
場
の
交
野
春
暮
れ
て

《
解‌�

釈
》
晩
春
の
交
野
の
里
、
桜
が
は
ら
は
ら
と
散
る
。
い
つ
も
こ
こ
で
狩
を
し
て
い
た
都
人
た
ち

が
立
ち
さ
れ
ば
、
こ
の
里
も
ま
た
古
さ
れ
た
所
と
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。

※‌�

「
桜
」
に
「
交
野
」
が
寄
合
。
「
ま
た
や
見
む
交
野
の
御
野
の
桜
が
り
花
の
雪
ち
る
春
の
あ
け
ぼ
の
」

（
新
古
今
・
二
‐
一
一
四
、
皇
太
后
宮
大
夫
俊
成
）
の
名
歌
が
あ
る
。
連
歌
で
の
例
は
、
他
に
「
桜

が
り
春
雨
ふ
ら
ば
い
か
ゞ
せ
む
／
霞
む
交
野
は
里
も
つ
ゞ
か
ず
」（
文
安
四
年
十
月
十
八
日
「
朝
何
」

八
五
／
八
六
）
な
ど
。
「
交
野
」
は
、
河
内
国
の
名
所
。
大
阪
府
交
野
市
。

※‌�

「
春
暮
れ
て
」
は
、
季
節
の
「
暮
」
だ
か
ら
夕
時
分
と
は
さ
れ
ず
、
夕
時
分
と
は
間
隔
二
句
以
上

で
可
。
従
っ
て
、
第
三
二
句
の
「
夕
露
」
と
指
合
に
は
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　

た
ち
な
れ
し
狩
場
の
交
野
春
暮
れ
て

　
　

36　

あ
り
か
や
い
づ
く
雉
子
鳴
く
声

《
解‌�

釈
》
狩
の
た
め
に
何
度
も
訪
れ
た
交
野
の
里
。
雉
子
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
る
。
ど
こ
で
鳴
い
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
明
日
の
朝
は
、
あ
の
あ
た
り
に
鷹
を
放
つ
こ
と
に
し
よ
う
。
春
が
過
ぎ
去

ろ
う
と
し
て
い
る
。
間
も
な
く
狩
の
季
節
も
終
わ
り
だ
。

※‌�

春
の
鷹
狩
の
状
景
で
あ
る
。
前
夜
、
鳴
き
声
に
よ
っ
て
鳥
の
い
る
所
を
見
当
つ
け
て
お
き
（
聞
き

す
ゑ
鳥
）
、
そ
の
夜
は
山
中
に
泊
り
（
泊
り
山
）
、
翌
朝
早
く
鷹
を
放
つ
（
朝
鷹
狩
）
の
で
あ
る
。
「
鳴

鳥
狩
」
（
な
い
と
が
り
）
と
も
言
う
。
「
狩
場
」
に
「
雉
」
が
寄
合
。
他
に
「
春
の
日
を
あ
か
ぬ
狩

場
の
暮
ご
と
に
／
ふ
す
や
雉
子
の
声
か
く
す
ら
む
」
（
文
明
五
年
二
月
一
日
「
何
人
」
一
九
／

二
〇
）
な
ど
。
勿
論
「
交
野
」
に
「
雉
」
も
寄
合
。
「
花
に
ほ
ふ
交
野
の
原
に
鷹
す
ゑ
て
／
い
つ

か
狩
路
に
雉
子
鳴
く
な
り
」
（
文
安
雪
千
句
・
第
二
「
朝
何
」
一
一
／
一
二
）
な
ど
。

　
　
　
　
　

あ
り
か
や
い
づ
く
雉
子
鳴
く
声

　
　

37　

雪
な
が
ら
霞
む
外
山
の
朝
ご
と
に

《
解‌�

釈
》
奥
山
は
ま
だ
雪
の
ま
ま
だ
が
、
さ
す
が
に
春
、
外
山
に
は
、
朝
ご
と
に
霞
が
か
か
る
よ
う

に
な
っ
た
。
雉
子
の
鳴
く
声
が
す
る
が
、
あ
れ
は
ど
こ
で
鳴
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　

雪
な
が
ら
霞
む
外
山
の
朝
ご
と
に

　
　

38　

伊
吹
颪
ぞ
波
に
残
れ
る

《
解‌�

釈
》
伊
吹
山
は
ま
だ
雪
で
覆
わ
れ
て
い
る
が
、
さ
す
が
春
。
外
山
に
は
霞
が
か
か
っ
て
い
る
。

朝
ご
と
に
吹
く
伊
吹
颪
も
今
は
止
ん
で
い
る
が
、
そ
の
名
残
で
湖
面
は
ま
だ
波
立
っ
て
い
る
。

※‌�

前
句
の
「
朝
ご
と
に
」
は
、
先
の
付
合
で
は
「
霞
が
か
か
る
こ
と
」
。
こ
の
付
合
で
は
「
伊
吹
颪

が
吹
く
こ
と
」
に
な
る
。
伊
吹
颪
が
吹
き
止
ん
だ
か
ら
、
霞
は
流
さ
れ
ず
に
外
山
に
か
か
り
、
湖

面
に
は
そ
の
余
波
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
理
屈
が
き
れ
い
に
決
ま
っ
て
い
る
。

※‌�
「
外
山
」
に
「
伊
吹
」
が
寄
合
。
「
冬
ふ
か
く
野
は
な
り
に
け
り
近
江
な
る
伊
吹
の
外
山
雪
降
り

ぬ
ら
し
」
（
続
古
今
・
六
‐
六
四
七
、
曽
祢
好
忠
）
と
い
う
歌
が
あ
る
。
連
歌
で
は
「
船
い
そ
げ

月
は
外
山
の
朝
わ
た
り
／
伊
吹
颪
の
秋
さ
む
き
空
」
（
下
草
：
龍
谷
大
本
・
三
‐
三
九
〇
）
な
ど
。

※‌�

「
伊
吹
」
は
近
江
国
の
名
所
。
第
三
五
句
「
交
野
」
と
名
所
が
間
隔
二
句
で
指
合
を
生
じ
て
い
る
。

後
の
連
歌
な
ら
強
く
批
判
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
宗
祇
連
歌
は
、
去
嫌
に
鷹
揚
な
所
が
あ
る
。

　
　
　
　
　

伊
吹
颪
ぞ
波
に
残
れ
る

　
　

39　

船
渡
す
夜
中
に
月
は
か
た
ぶ
き
て

《
解‌�

釈
》
夜
中
、
琵
琶
湖
を
船
で
渡
る
。
月
は
よ
う
や
く
西
の
空
に
傾
き
、
伊
吹
山
か
ら
吹
き
下
ろ

37
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《
解‌�

釈
》
秋
の
山
中
の
旅
寝
。
あ
た
り
は
一
面
の
夜
露
で
、
そ
の
露
の
一
つ
一
つ
に
月
の
光
が
映
じ

て
い
る
。
そ
れ
は
、
ま
る
で
月
世
界
の
都
も
こ
う
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
光
景
で
あ
る
。

こ
の
幻
想
的
な
光
景
を
見
れ
ば
、
旅
の
辛
さ
も
、
し
ば
し
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
だ
。

　
　
　
　
　

秋
の
山
に
や
旅
を
忘
れ
む

　
　

21　

鳴
く
鹿
に
我
が
妻
恋
を
な
ぐ
さ
め
て

《
解‌�

釈
》
旅
の
一
夜
。
残
し
て
き
た
妻
の
こ
と
が
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。
牡
鹿
の
妻
を
呼
ぶ
声
が
秋

の
山
に
響
く
。
今
夜
、
妻
が
恋
し
く
て
泣
く
（
鳴
く
）
の
は
、
私
一
人
だ
け
で
は
な
い
の
だ
。

そ
う
思
う
と
、
旅
の
辛
さ
も
忘
れ
、
少
し
慰
め
ら
れ
た
気
持
ち
に
な
る
。

※‌�

「
秋
の
山
」
に
「
鹿
」
が
寄
合
。
先
例
は
「
思
ひ
や
る
心
も
秋
の
山
越
え
て
／
幾
重
の
霧
に
鹿
の

鳴
く
ら
む
」
（
文
明
十
二
年
九
月
八
日
「
何
人
」
四
三
／
四
四
）
な
ど
。
「
奥
山
に
紅
葉
ふ
み
分
け

鳴
く
鹿
の
声
き
く
時
ぞ
秋
は
か
な
し
き
」
（
古
今
・
四
‐
二
一
五
、
よ
み
人
し
ら
ず
）
の
和
歌
が

有
名
。

　
　
　
　
　

鳴
く
鹿
に
我
が
妻
恋
を
な
ぐ
さ
め
て

　
　

22　

逢
は
ざ
ら
め
や
の
夕
べ
だ
に
憂
し

《
解‌�

釈
》
恋
は
常
に
苦
し
い
も
の
。
こ
の
夕
べ
、
約
束
し
て
く
れ
た
の
だ
か
ら
、
行
け
ば
、
あ
の
人

は
き
っ
と
会
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
、
そ
う
は
思
い
な
が
ら
い
る
の
だ
け
れ
ど
、
そ
れ
で
も
や

は
り
苦
し
い
思
い
は
変
わ
ら
な
い
。
し
き
り
に
鹿
の
妻
を
呼
ぶ
声
が
聞
こ
え
る
。
あ
の
鹿
は
今
夜
、

妻
に
逢
う
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
私
と
同
じ
よ
う
に
苦
し
い
思
い
を
し
て
い
る
こ
と
だ

ろ
う
。
私
だ
け
が
苦
し
い
の
で
は
な
い
。
そ
う
思
う
と
、
少
し
は
慰
め
ら
れ
る
気
持
ち
に
な
る
。

　
　
　
　
　

逢
は
ざ
ら
め
や
の
夕
べ
だ
に
憂
し

　
　

23　

さ
の
み
や
は
頼
め
し
こ
と
の
あ
だ
な
ら
む

《
解‌�

釈
》
き
っ
と
と
約
束
し
た
夕
べ
、
あ
の
人
の
来
訪
が
待
ち
遠
し
く
て
な
ら
な
い
。
け
れ
ど
、
本

当
に
あ
の
人
は
来
て
く
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
思
う
と
か
え
っ
て
辛
く
な
る
。
い
や
、
ま
さ

か
裏
切
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
い
や
、
や
っ
ぱ
り
不
安
だ
。

※‌�

前
句
は
、
先
の
付
合
で
は
男
の
立
場
。
こ
の
付
合
で
は
女
性
の
立
場
に
な
る
。

　
　
　
　
　

さ
の
み
や
は
頼
め
し
こ
と
の
あ
だ
な
ら
む

　
　

24　

恨
み
し
心
見
え
も
こ
そ
す
れ

《
解‌�

釈
》
き
っ
と
訪
ね
ま
す
よ
と
、
あ
ん
な
に
ま
で
当
て
に
さ
せ
て
お
い
て
す
っ
ぽ
か
す
な
ん
て
あ

り
得
る
で
し
ょ
う
か
。
あ
る
は
ず
は
な
い
で
し
ょ
う
。
で
も
、
あ
な
た
は
す
っ
ぽ
か
し
ま
し
た

よ
ね
。
私
は
本
当
に
恨
み
に
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
あ
な
た
に
も
解
る
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　

恨
み
し
心
見
え
も
こ
そ
す
れ

　
　

25　

た
へ
ね
た
ゞ
思
ふ
に
か
な
ふ
人
も
な
し

《
解‌�

釈
》
何
事
も
思
い
ど
お
り
に
な
ら
な
い
こ
の
世
を
、
あ
な
た
が
ど
れ
ほ
ど
恨
み
が
ま
し
く
思
っ

て
い
る
か
、
そ
れ
は
私
に
も
わ
か
り
ま
す
。
け
れ
ど
、
我
慢
す
る
よ
り
な
い
の
で
す
。
こ
の
世

の
何
事
を
も
自
分
の
思
い
通
り
に
で
き
る
人
な
ど
い
な
い
の
で
す
。

※‌�

『
下
草
』
に
入
集
す
る
（
龍
谷
大
本
九
三
〇
、
金
子
本
一
〇
八
〇
、
続
類
従
本
一
〇
六
二
、
東
山

御
文
庫
本
一
〇
七
四
）
。
以
下
、
『
下
草
』
入
集
句
は
、
金
子
本
の
句
番
号
の
み
を
示
す
。

　
　
　
　
　

た
へ
ね
た
ゞ
思
ふ
に
か
な
ふ
人
も
な
し

　
　

26　

安
げ
な
る
身
も
よ
そ
目
な
り
け
り

《
解‌�

釈
》
世
の
中
に
、
何
事
も
思
い
ど
お
り
に
な
る
人
な
ん
て
い
な
い
。
満
足
で
き
な
い
こ
と
が
あ
っ

て
も
我
慢
す
る
し
か
な
い
。
何
の
不
満
も
な
く
安
ら
か
に
暮
ら
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
人

だ
っ
て
、
そ
れ
は
よ
そ
目
に
そ
う
見
え
る
だ
け
の
こ
と
だ
。

　
　
　
　
　

安
げ
な
る
身
も
よ
そ
目
な
り
け
り

　
　

27　

水
を
友
山
を
隣
の
草
の
庵

《
解‌�

釈
》
近
く
を
流
れ
る
水
を
友
人
と
し
、
山
を
隣
人
と
す
る
茅
屋
で
の
生
活
。
何
と
安
ら
か
そ
う

な
生
活
だ
と
は
思
う
が
、
私
に
は
そ
ん
な
生
活
は
無
理
。
た
だ
余
所
な
が
ら
羨
ま
し
く
思
う
の

み
で
あ
る
。

※‌�

「
草
の
庵
」
に
対
し
て
「
水
を
友
山
を
隣
」
と
、
平
凡
で
地
味
な
語
を
並
べ
た
レ
ト
リ
ッ
ク
を
付

加
す
る
だ
け
で
、
清
閑
で
安
ら
か
な
独
居
生
活
が
見
事
に
想
起
さ
れ
る
の
が
、
並
の
作
者
に
は
到

底
マ
ネ
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
所
。
さ
す
が
宗
祇
。
『
下
草
』
に
入
集
す
る
（
一
〇
三
六
）
。

※‌�

「
水
を
友
」
の
「
友
」
は
比
喩
で
あ
る
の
で
、
人
倫
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
な
い
。
人
倫
は
作
法
ど

お
り
第
二
五
句
（
人
）
・
第
二
六
句
（
身
）
の
二
句
で
棄
て
ら
れ
て
お
り
、
指
合
は
生
じ
な
い
。

　
　
　
　
　

水
を
友
山
を
隣
の
草
の
庵

　
　

28　

夜
深
き
霜
に
川
風
ぞ
吹
く

《
解‌�

釈
》
近
く
を
流
れ
る
水
を
友
人
と
し
、
山
を
隣
人
と
す
る
茅
屋
で
の
生
活
。
冬
の
夜
が
更
け
て

ゆ
く
に
つ
れ
、
あ
た
り
は
一
面
の
霜
と
な
り
、
川
風
が
身
を
切
る
よ
う
に
寒
い
。

　
　
　
　
　

夜
深
き
霜
に
川
風
ぞ
吹
く

　
　

29　

た
つ
鴛
の
あ
と
を
う
き
寝
の
声
わ
び
て

《
解‌�

釈
》
冬
の
夜
の
川
原
。
夜
が
更
け
て
ゆ
く
に
つ
れ
、
あ
た
り
は
一
面
の
霜
と
な
り
、
風
が
身
を

切
る
よ
う
に
寒
い
。
番
い
の
鴛
鴦
の
一
羽
が
飛
び
立
っ
て
行
っ
た
。
残
さ
れ
た
一
羽
は
、
今
夜
、

波
の
上
に
浮
か
び
つ
つ
寂
し
く
寝
る
の
だ
ろ
う
か
、
悲
し
そ
う
な
声
が
聞
こ
え
る
。

※‌�

「
霜
の
夜
」
に
「
鴛
」
が
寄
合
。
証
歌
は
「
夜
を
寒
み
寝
覚
め
て
聞
け
ば
鴛
ぞ
鳴
く
は
ら
ひ
も
あ

へ
ず
霜
や
置
く
ら
む
」
（
後
撰
・
八
‐
四
七
八
、
よ
み
人
し
ら
ず
）
な
ど
。
連
歌
で
の
他
の
例
は
「
床

は
荒
れ
て
い
く
夜
の
霜
を
は
ら
ふ
ら
む
／
波
に
ま
た
鳴
く
鴛
の
あ
は
れ
さ
」
（
延
徳
二
年
二
月

二
十
五
日
「
何
人
」
七
九
／
八
〇
）
な
ど
。

※‌�
水
辺
が
第
二
七
句
（
水
）
、
第
二
八
句
（
川
）
、
第
二
九
句
（
鴛
）
と
三
句
連
続
す
る
の
で
体
用
の

沙
汰
が
必
要
で
あ
る
が
、
第
二
九
句
の
「
鴛
」
は
体
用
の
外
で
あ
る
の
で
、
問
題
は
生
じ
な
い
。

　
　
　
　
　

た
つ
鴛
の
あ
と
を
う
き
寝
の
声
わ
び
て

　
　

30　

ひ
と
り
や
月
の
ゆ
く
へ
を
も
見
む

《
解‌�

釈
》
冬
の
夜
の
川
辺
。
番
い
の
鴛
鴦
の
一
羽
が
飛
び
立
っ
て
行
っ
た
。
残
さ
れ
た
一
羽
は
、
今

夜
は
波
の
上
に
浮
か
び
つ
つ
独
り
で
月
の
行
方
を
見
守
る
の
だ
ろ
う
か
、
悲
し
そ
う
な
声
が
聞

こ
え
る
。

38
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る
山
の
心
を
今
は
我
が
友
と
す
る
ま
で
住
み
な
れ
に
け
り
」
（
草
根
集
・
九
六
三
〇
）
が
挙
げ
ら

れ
る
。

　
　
　
　
　

水
に
ぞ
山
の
心
を
も
知
る

　
　

13　

風
を
の
み
花
は
恨
み
じ
吉
野
川

《
解‌�

釈
》
（
吉
野
川
の
）
水
に
尋
ね
れ
ば
、
（
吉
野
山
の
）
花
の
心
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
吉
野
山

の
）
花
は
、
自
分
を
散
ら
す
風
だ
け
を
恨
み
に
思
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
（
き
っ
と
、
あ
っ

と
い
う
間
に
去
っ
て
ゆ
く
春
の
こ
と
も
、
恨
み
に
思
っ
て
い
る
は
ず
だ
）
。

※‌�

「
み
吉
野
の
山
の
心
は
け
ふ
や
知
る
い
つ
か
は
雪
の
降
ら
ぬ
日
は
あ
り
し
」
（
躬
恒
集
・
九
五
）

の
和
歌
に
拠
り
、
「
山
の
心
」
に
「
吉
野
」
と
付
け
て
い
る
。

※‌�

前
句
の
「
水
」
を
「
吉
野
川
の
水
」
の
こ
と
と
し
、
「
山
」
を
「
吉
野
山
の
花
」
の
こ
と
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
擬
人
化
し
て
、
そ
の
問
答
と
す
る
こ
と
で
、
一
見
、
何
を
言
っ
て
い
る
の
か
訳
が
分
か

ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
前
句
を
、
見
事
に
処
理
し
て
い
る
。
そ
れ
で
い
て
、
付
句
は
、
散
り
ゆ

く
花
の
情
趣
あ
ふ
れ
る
仕
立
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
宗
祇
な
ら
で
は
の
技
だ
と
私
は
思
う
。

　
　
　
　
　

風
を
の
み
花
は
恨
み
じ
吉
野
川

　
　

14　

は
や
く
も
か
は
る
古
郷
の
春

《
解‌�

釈
》
古
来
、
何
度
も
行
幸
の
地
と
な
っ
た
吉
野
。
春
は
あ
っ
と
言
う
間
に
過
ぎ
去
っ
て
行
き
、

風
に
散
ら
さ
れ
た
桜
の
花
弁
が
吉
野
川
に
流
れ
落
ち
る
。
山
の
花
は
、
自
分
を
散
ら
す
風
だ
け

で
は
な
く
、
早
く
過
ぎ
去
る
春
を
も
恨
み
に
思
う
こ
と
だ
ろ
う
。

※‌�

先
の
付
合
の
内
容
は
「
風
だ
け
を
恨
み
に
思
う
わ
け
で
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
。
当
然
、
次
の
付

合
で
は
「
で
は
、
風
以
外
に
？
」
と
い
う
答
え
が
期
待
さ
れ
る
。
多
く
の
寄
合
を
取
り
つ
つ
、
そ

の
期
待
に
見
事
に
応
え
て
い
る
。
行
様
の
面
白
い
所
で
あ
る
。

※‌�

「
吉
野
」
に
「
古
郷
」
が
寄
合
。
先
例
は
「
尋
ね
入
る
吉
野
の
山
の
道
と
ひ
て
／
へ
だ
ゝ
る
ま
ゝ

に
偲
ぶ
古
郷
」
（
応
永
三
十
二
年
閏
六
月
二
十
五
日
「
山
何
」
二
五
／
二
六
）
な
ど
。
ま
た
「
川
」

に
「
は
や
し
」
が
寄
合
。
先
例
は
「
春
を
せ
け
夏
こ
そ
近
つ
あ
す
か
川
／
流
れ
て
は
や
き
水
ぞ
霞

め
る
」
（
文
安
雪
千
句
・
第
十
「
花
之
何
」
三
七
／
三
八
）
な
ど
。
共
に
証
歌
を
挙
げ
る
必
要
は

あ
る
ま
い
。
た
だ
し
「
川
」
に
「
は
や
し
」
と
付
け
る
の
は
所
謂
「
用
付
」
で
、
後
の
連
歌
で
は

好
ま
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
指
摘
す
る
ま
で
も
な
い
が
、
「
花
」
に
「
春
」
も
当
然
寄
合
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

は
や
く
も
か
は
る
古
里
の
春

　
　

15　

つ
れ
て
来
し
契
り
も
雁
の
別
路
に

《
解‌�

釈
》
寂
れ
た
古
郷
。
春
と
も
間
も
な
く
お
別
れ
だ
。
雁
も
、
北
へ
帰
っ
て
行
く
。
そ
の
中
に
は
、

夫
婦
で
渡
っ
て
き
な
が
ら
、
伴
侶
を
亡
く
し
て
帰
る
雁
も
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
ど
れ
ほ
ど
辛
い

こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

※‌�

「
北
へ
行
く
雁
ぞ
鳴
く
な
る
つ
れ
て
来
し
数
は
足
ら
で
ぞ
帰
る
べ
ら
な
る
」
（
古
今
・
九
‐

四
一
二
、
よ
み
人
し
ら
ず
）
を
前
提
に
し
た
付
合
。
後
注
に
「
こ
の
歌
は
、
あ
る
人
、
男
女
も
ろ

と
も
に
人
の
国
に
ま
か
り
け
り
。
男
、
ま
か
り
い
た
り
て
す
な
は
ち
身
ま
か
り
に
け
れ
ば
、
女
ひ

と
り
京
へ
帰
り
け
る
道
に
、
帰
る
雁
の
鳴
き
け
る
を
聞
き
て
よ
め
る
と
な
む
い
ふ
」
と
あ
る
。

※‌�

「
古
郷
」
に
「
雁
」
が
寄
合
。
先
例
は
「
古
郷
人
や
衣
う
つ
ら
む
／
一
行
は
初
雁
が
ね
の
今
鳴
き

て
」
（
紫
野
千
句
・
第
三
「
何
船
」
一
〇
／
一
一
）
な
ど
（
証
歌
省
略
）
。

　
　
　
　
　

つ
れ
て
来
し
契
り
も
雁
の
別
路
に

　
　

16　

浮
か
べ
る
雲
の
世
を
ば
た
の
ま
じ

《
解‌�

釈
》
春
の
空
を
、
雁
は
北
へ
帰
っ
て
ゆ
く
。
そ
の
中
に
は
、
夫
婦
で
渡
っ
て
き
な
が
ら
、
伴
侶

を
亡
く
し
て
帰
る
雁
も
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
ど
れ
ほ
ど
辛
い
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
け
れ
ど
、
そ

れ
が
世
の
定
め
。
あ
の
空
の
浮
雲
の
よ
う
に
は
か
な
い
世
を
、
永
続
す
る
も
の
と
当
て
に
し
て

は
な
ら
な
い
。

※‌�

「
雁
」
に
「
雲
」
が
寄
合
。
先
例
は
「
夕
暮
の
そ
な
た
ゆ
か
し
く
雁
鳴
き
て
／
天
と
ぶ
雲
や
風
に

行
く
ら
む
」
（
応
永
三
十
年
十
一
月
二
十
一
日
「
何
人
」
九
三
／
九
四
）
な
ど
。
証
歌
は
「
春
来

れ
ば
雁
帰
る
な
り
白
雲
の
道
ゆ
き
ぶ
り
に
こ
と
や
つ
て
ま
し
」
（
古
今
・
一
‐
三
〇
、
凡
河
内
み

つ
ね
）
な
ど
。

　
　
　
　
　

浮
か
べ
る
雲
の
世
を
ば
た
の
ま
じ

　
　

17　

道
な
ら
ぬ
身
は
わ
び
ぬ
る
も
つ
ら
か
ら
で

《
解‌�

釈
》
世
間
と
の
係
わ
り
は
一
切
捨
て
た
身
の
上
。
侘
し
く
思
う
こ
と
は
あ
る
が
、
辛
い
と
は
思

わ
な
い
。
空
に
浮
か
ぶ
雲
の
よ
う
な
頼
り
な
い
世
の
中
に
い
る
よ
り
は
、
ず
っ
と
マ
シ
で
あ
る
。

※‌�

「
道
」
は
「
世
間
の
交
際
」（
岩
波
古
語
辞
典
）
の
意
味
だ
と
し
て
解
釈
し
た
。
「
我
が
身
こ
そ
か
ゝ

る
道
狭
き
者
と
な
り
て
様
を
替
ふ
る
と
も
」
（
盛
衰
記
・
四
〇
）
と
い
う
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

如
何
。

※‌�

『
論
語
』
述
而
編
に
見
え
る
「
飯
疎
飲
水
、
曲
肱
而
枕
之
、
楽
亦
在
其
中
矣
、
不
義
而
富
且
貴
、

於
我
如
浮
雲
」
の
章
句
を
念
頭
に
お
い
た
付
合
だ
と
私
は
思
う
が
、
如
何
。

　
　
　
　
　

道
な
ら
ぬ
身
は
わ
び
ぬ
る
も
つ
ら
か
ら
で

　
　

18　

よ
し
古
り
ぬ
と
も
か
ゝ
る
蓬
生

《
解‌�

釈
》
世
間
と
の
係
わ
り
は
一
切
捨
て
た
身
の
上
。
侘
し
く
思
う
こ
と
は
あ
る
が
辛
い
と
は
思
わ

な
い
。
こ
ん
な
蓬
が
生
え
放
題
の
所
で
年
を
と
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
そ
れ
で
仕
方
が
な
い
こ

と
な
の
だ
。

　
　
　
　
　

よ
し
古
り
ぬ
と
も
か
ゝ
る
蓬
生

　
　

19　

う
つ
ろ
へ
ば
露
こ
そ
月
の
都
な
れ

《
解‌�
釈
》
こ
ん
な
蓬
が
生
え
放
題
の
所
で
年
を
と
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
そ
れ
で
慰
み
は
あ
る
。
秋

の
夜
な
ど
、
、
一
面
の
蓬
に
置
か
れ
た
露
の
一
つ
一
つ
に
月
の
光
が
映
ず
る
。
そ
れ
は
、
ま
る
で

月
世
界
の
都
も
こ
う
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
光
景
で
あ
る
。

※‌�

「
蓬
生
」
に
「
月
」
が
寄
合
。
先
例
は
「
霜
こ
り
つ
め
る
道
の
蓬
生
／
古
郷
に
め
ぐ
る
や
月
の
も

と
の
秋
」
（
宝
徳
四
年
千
句
・
第
八
「
山
何
」
五
四
／
五
五
）
な
ど
。
証
歌
は
「
秋
ふ
け
ぬ
鳴
け

や
霜
夜
の
き
り
〴
〵
す
や
ゝ
影
寒
し
蓬
生
の
月
」
（
新
古
今
・
五
‐
五
一
七
、
太
上
天
皇
）
な
ど
。

　
　
　
　
　

う
つ
ろ
へ
ば
露
こ
そ
月
の
都
な
れ

　
　

20　

秋
の
山
に
や
旅
を
忘
れ
む

39
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《
解‌�

釈
》
雪
の
帰
り
道
。
遠
里
小
野
の
あ
た
り
を
通
過
す
る
。
雪
で
視
界
が
き
か
ず
、
と
も
す
れ
ば

迷
い
そ
う
に
な
る
が
、
住
吉
の
松
を
し
る
べ
に
す
れ
ば
、
迷
う
こ
と
は
な
い
。

※‌�
「
遠
里
小
野
」
は
摂
津
国
の
名
所
。
大
阪
市
住
吉
区
遠
里
小
野
。
住
吉
大
社
と
の
距
離
は
約
一
キ

ロ
。
「
住
吉
の
松
の
う
れ
よ
り
響
き
来
て
遠
里
小
野
に
秋
風
ぞ
吹
く
」
（
続
後
撰
・
五
‐
二
六
七
、

後
徳
大
寺
左
大
臣
）
な
ど
。
当
然
「
住
吉
」
に
「
遠
里
小
野
」
が
寄
合
と
な
る
。
先
例
は
「
住
吉

の
ま
つ
に
程
ふ
る
時
鳥
／
遠
里
小
野
の
末
の
急
雨
」
（
文
明
十
一
年
十
一
月
二
十
二
日
「
何
船
」

九
三
／
九
四
）
な
ど
。
他
に
「
松
」
に
「
雪
」
も
寄
合
だ
が
、
指
摘
す
る
ま
で
も
な
い
レ
ベ
ル
。

以
下
、
寄
合
の
指
摘
は
必
要
と
思
わ
れ
る
範
囲
に
と
ど
め
る
。

　
　
　
　
　

遠
里
小
野
の
雪
の
か
へ
る
さ

　
　

03　

船
よ
す
る
浜
辺
の
真
砂
月
冴
え
て

《
解‌�

釈
》
降
る
雪
の
中
、
船
を
汀
に
寄
せ
る
。
砂
浜
は
雪
に
覆
わ
れ
、
月
の
光
が
そ
れ
を
皓
々
と
照

ら
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
遠
里
小
野
ま
で
帰
る
の
だ
。

※‌�

遠
里
小
野
は
海
に
面
し
て
い
な
い
。
だ
か
ら
、
解
釈
は
右
の
よ
う
に
な
る
と
考
え
る
。
如
何
。

　
　
　
　
　

船
よ
す
る
浜
辺
の
真
砂
月
冴
え
て

　
　

04　

声
も
む
ら
〳
〵
千
鳥
鳴
く
な
り

《
解‌�

釈
》
浜
辺
に
船
を
寄
せ
る
。
月
影
が
汀
の
真
砂
を
白
く
冴
え
ざ
え
と
照
ら
し
て
い
る
。
千
鳥
の

群
れ
が
声
も
む
ら
む
ら
に
鳴
い
て
い
る
。

※‌�

「
む
ら
〳
〵
→
村
千
鳥
」
と
い
う
秀
句
仕
立
で
あ
る
。
ち
ょ
っ
と
珍
し
い
技
法
だ
が
、
他
に
「
な

び
き
ぬ
る
む
ら
〳
〵
竹
に
鵙
鳴
き
て
」
（
永
禄
石
山
千
句
・
第
八
「
何
木
」
五
九
）
な
ど
。

※‌�

「
浜
」
に
「
千
鳥
」
が
寄
合
。
「
浜
千
鳥
」
の
歌
語
に
依
る
。
他
に
「
船
さ
す
蜑
を
お
く
る
浜
風

／
夕
波
に
鳴
き
て
千
鳥
や
過
ぎ
ぬ
ら
む
」
（
熊
野
千
句
・
第
一
「
山
何
」
一
二
／
一
三
）
な
ど
。

　
　
　
　
　

声
も
む
ら
〳
〵
千
鳥
鳴
く
な
り

　
　

05　

我
が
門
の
稲
葉
色
づ
き
吹
く
風
に

《
解‌�

釈
》
私
の
家
の
門
田
の
稲
葉
も
色
づ
き
、
そ
れ
が
秋
風
に
む
ら
む
ら
に
靡
い
て
い
る
。
風
に
流

さ
れ
て
や
っ
て
来
た
千
鳥
の
声
も
む
ら
む
ら
に
聞
こ
え
て
く
る
。

※‌�

「
千
鳥
」
に
「
我
が
門
」
が
寄
合
。
「
我
が
門
の
千
鳥
し
ば
鳴
く
起
き
よ
〳
〵
我
が
一
夜
妻
人
に

知
ら
れ
じ
」
の
歌
が
『
俊
頼
髄
脳
』
等
の
歌
書
に
引
か
れ
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
（
元
来
は
『
万

葉
集
』
巻
一
六
）
。
他
の
例
は
「
と
渡
る
千
鳥
を
ち
こ
ち
に
鳴
く
／
我
が
門
の
冬
田
の
落
穂
く
ち

残
り
」
（
天
文
二
十
四
年
梅
千
句
・
第
四
「
初
何
」
三
八
／
三
九
）
な
ど
。
ま
た
「
む
ら
〳
〵
」

に
「
稲
葉
」
と
付
け
て
い
る
。
稲
葉
が
ま
だ
ら
に
見
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
他
に
「
見
れ
ば

雁
な
く
雲
の
む
ら
〳
〵
／
秋
風
に
稲
葉
の
露
や
乱
る
ら
む
」
（
文
明
十
五
年
二
月
十
九
日
「
何
木
」

一
八
／
一
九
）
な
ど
。

　
　
　
　
　

我
が
門
の
稲
葉
色
づ
き
吹
く
風
に

　
　

06　

墻
ほ
を
あ
ら
み
芒
ち
る
頃

《
解‌�

釈
》
私
の
家
の
門
田
の
稲
葉
も
色
づ
き
、
そ
れ
が
秋
風
に
む
ら
む
ら
に
靡
い
て
い
る
。
墻
ほ
も

隙
が
ち
に
な
り
、
吹
き
ぬ
け
る
風
に
よ
っ
て
庭
の
芒
が
散
ら
さ
れ
る
頃
な
の
だ
。

※‌�

指
摘
す
る
必
要
も
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
「
吹
く
風
」
に
「
芒
ち
る
」
と
理
屈
づ
け
た
付
合
で

あ
る
。
勿
論
「
風
」
に
「
芒
」
が
寄
合
。
例
は
「
花
に
か
る
草
の
枕
を
吹
く
風
に
／
入
野
の
芒
露

や
お
く
ら
む
」
（
宝
徳
四
年
千
句
・
第
八
「
山
何
」
四
三
／
四
四
）
な
ど
。

　
　
　
　
　

墻
ほ
を
あ
ら
み
芒
ち
る
頃

　
　

07　

暮
深
き
露
の
か
よ
ひ
路
あ
と
た
え
て

《
解‌�

釈
》
朝
夕
に
人
が
往
来
す
る
道
も
、
暮
れ
る
に
つ
れ
て
露
が
置
か
れ
、
人
通
り
も
絶
え
た
。
隙

間
が
ち
に
な
っ
た
墻
ほ
を
風
が
吹
き
ぬ
け
、
は
ら
は
ら
と
芒
が
散
っ
て
ゆ
く
。

　
　
　
　
　

暮
深
き
露
の
か
よ
ひ
路
あ
と
た
え
て

　
　

08　

幾
重
の
霜
ぞ
見
る
も
す
さ
ま
じ

《
解‌�

釈
》
往
来
の
道
は
暮
れ
る
に
つ
れ
て
人
通
り
も
絶
え
た
。
深
く
置
か
れ
て
い
た
露
は
気
温
の
低

下
に
伴
っ
て
幾
重
に
も
置
き
重
な
っ
た
霜
と
な
り
、
荒
涼
た
る
光
景
を
現
出
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　

幾
重
の
霜
ぞ
見
る
も
す
さ
ま
じ

　
　

09　

遠
近
の
鐘
に
目
ざ
め
て
出
づ
る
夜
に

《
解‌�

釈
》
あ
ち
こ
ち
か
ら
聞
こ
え
る
払
暁
の
鐘
に
目
を
覚
ま
し
、
旅
宿
を
出
る
。
道
は
幾
重
に
も
霜

が
置
き
重
な
り
、
い
か
に
も
寒
々
と
し
て
い
る
。

※‌�

「
霜
」
に
「
鐘
」
が
寄
合
。
他
に
「
更
く
る
か
ら
霜
さ
え
ま
さ
る
月
の
影
／
鐘
も
あ
ま
た
の
遠
近

の
声
」
（
文
安
月
千
句
・
第
五
「
何
路
」
三
七
／
三
八
）
な
ど
。
「
高
砂
の
尾
上
の
鐘
の
声
す
な
り

暁
か
け
て
霜
や
お
く
ら
む
」
（
千
載
・
六
‐
三
九
八
、
前
中
納
言
匡
房
）
の
歌
が
有
名
。
『
山
海
経
』

の
「
豊
嶺
の
霜
の
鐘
」
の
本
説
に
拠
る
と
の
こ
と
で
あ
る
（
原
典
未
確
認
）
。

　
　
　
　
　

遠
近
の
鐘
に
目
ざ
め
て
出
づ
る
夜
に

　
　

10　

し
づ
ま
る
宿
り
人
や
寝
ぬ
ら
む

《
解‌�

釈
》
あ
ち
こ
ち
か
ら
聞
こ
え
る
払
暁
の
鐘
に
目
を
覚
ま
し
、
旅
宿
を
出
る
。
他
の
人
は
ま
だ
寝

て
い
る
ら
し
く
、
物
音
は
し
な
い
。

※‌�

「
出
づ
」
に
「
宿
り
」
、「
夜
」
に
「
寝
」
と
語
を
対
応
さ
せ
て
い
る
所
が
ポ
イ
ン
ト
（
例
示
省
略
）
。

　
　
　
　
　

し
づ
ま
る
宿
り
人
や
寝
ぬ
ら
む

　
　

11　

誰
と
な
く
涼
し
き
月
に
声
更
け
て

《
解‌�

釈
》
夏
の
夜
が
更
け
行
く
に
つ
れ
て
月
の
光
は
涼
し
さ
を
増
す
。
宵
の
う
ち
は
聞
こ
え
て
い
た

人
の
声
も
し
な
く
な
っ
た
。
み
ん
な
も
う
寝
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

※‌�
『
下
草
』
諸
本
中
、
龍
谷
大
本
に
入
集
す
る
（
七
五
六
）
。

　
　
　
　
　

誰
と
な
く
涼
し
き
月
に
声
更
け
て

　
　

12　

水
に
ぞ
山
の
心
を
も
知
る

《
解‌�

釈
》
夏
の
夜
が
更
け
行
く
に
つ
れ
て
、
月
の
光
は
涼
し
さ
を
増
す
。
人
は
次
第
に
眠
り
に
つ
い

て
ゆ
く
が
、
ま
だ
か
す
か
に
人
声
の
よ
う
な
も
の
が
聞
こ
え
る
。
い
や
、
あ
れ
は
、
普
段
は
他

の
音
に
紛
れ
て
聞
こ
え
な
い
山
中
を
流
れ
る
水
の
音
な
の
だ
。
そ
れ
が
か
え
っ
て
山
の
静
け
さ

を
感
じ
さ
せ
る
。

※‌�

「
山
の
心
」
は
、
こ
の
場
合
「
山
の
静
け
さ
」
の
意
と
し
て
解
釈
し
た
。
例
と
し
て
は
「
静
か
な
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宗
祇
独
吟
中
、
中
期
の
傑
作
と
呼
ば
れ
て
い
る
「
住
吉
夢
想
百
韻
」
に
対
し
、
現
在
の
研
究
レ

ベ
ル
に
則
っ
た
新
た
な
注
解
を
施
す
。

　

本
稿
が
取
り
扱
う
連
歌
は
、
宗
祇
が
延
徳
元
年
の
冬
に
発
句
の
夢
想
を
得
、
翌
年
の
九
月
に
百
韻

を
満
尾
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
（
両
角
倉
一
氏
『
連
歌
師
宗
祇
の
伝
記
的
研
究
』
二
八
六

ペ
ー
ジ
）
。
そ
れ
が
宗
祇
中
期
の
傑
作
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
中
の
一
五
句
が
、
自
撰
句
集
『
下
草
』

の
諸
本
に
入
集
し
て
い
る
と
い
う
事
実
を
あ
げ
る
だ
け
で
、
も
う
十
分
で
あ
ろ
う
。
正
に
、
名
句
の

オ
ン
・
パ
レ
ー
ド
の
趣
で
あ
る
。
本
稿
は
、
そ
れ
に
つ
い
て
、
今
日
の
研
究
レ
ベ
ル
に
則
し
た
注
解

を
提
供
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
同
様
の
試
み
が
伊
藤
伸
江
氏
に
よ
っ
て
も
な
さ
れ
つ

つ
あ
る
が
（
桜
井
本
『
夢
想
之
連
歌
』
訳
注
（
一
）
付
翻
刻
：
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集

（
11
）
二
〇
二
一
年
、
以
下
継
続
）
、
互
い
に
補
い
あ
う
所
の
あ
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
う
。
紙
幅
の
都
合
で
具
体
的
に
引
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
参
考
と
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
点
は
少
な
く
な
い
。
お
断
わ
り
と
感
謝
を
申
し
述
べ
る
次
第
で
あ
る
。

　

テ
キ
ス
ト
は
、
江
藤
保
定
氏
『
宗
祇
の
研
究
』
資
料
編
所
載
の
も
の
を
基
礎
と
し
、
諸
本
と
校
合

し
て
、
仕
立
・
付
合
・
去
嫌
の
面
で
も
っ
と
も
問
題
が
な
い
と
思
わ
れ
る
も
の
を
私
に
設
定
し
て
用

い
た
。
た
だ
し
、
紙
幅
の
都
合
上
、
そ
の
設
定
の
過
程
に
つ
い
て
具
体
的
に
述
べ
る
こ
と
は
省
略
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
ま
た
、
寄
合
の
指
摘
も
連
歌
の
注
解
で
は
重
要
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
必
要
と

思
わ
れ
る
範
囲
に
限
っ
た
。
去
嫌
に
つ
い
て
は
、
末
尾
に
一
覧
表
の
形
で
示
す
こ
と
と
し
た
。
そ
れ

に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
連
歌
去
嫌
の
総
合
的
再
検
討
」
（
奈
良
工
業
高
等
専
門
学
校
「
研
究
紀
要
」

第
五
二
号
）
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ネ
ッ
ト
上
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
覧
表
の
「
凡
例
」

も
、
そ
こ
に
譲
る
。
以
上
、
各
点
、
了
解
さ
れ
た
い
。

　
　
　
　
　

延
徳
元
年
冬
（
延
徳
二
年
九
月
満
尾
）

　
　
　
　
　
　
　

夢
想
之
連
歌

　
　

01　

住
吉
の
松
こ
そ
道
の
し
る
べ
な
れ

《
解‌�

釈
》
歌
道
の
守
護
神
た
る
住
吉
の
神
。
そ
の
神
域
の
松
こ
そ
は
、
こ
の
道
の
し
る
べ
と
な
る
も

の
な
の
だ
。

※‌�

夢
想
の
発
句
だ
か
ら
、
賦
物
は
と
ら
れ
な
い
。

※‌�‌��
住
吉
の
祭
神
は
、
本
来
、
航
海
安
全
の
神
で
あ
る
が
、
中
世
に
は
歌
道
の
神
と
し
て
も
信
仰
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
所
謂
「
和
歌
三
神
」
と
し
て
は
、
住
吉
明
神
・
玉
津
島
姫
・
柿
本
人
麿
を
挙

げ
る
の
が
普
通
。

※‌�

「
住
吉
の
神
」
と
す
れ
ば
水
辺
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
が
、
単
に
「
住
吉
」
、
あ
る
い
は
「
住
吉

の
松
」
と
し
て
も
水
辺
と
は
し
な
い
の
が
古
来
の
作
法
。
従
っ
て
、
打
越
の
第
三
で
「
船
」
「
浜
」

が
詠
ま
れ
る
が
、
不
都
合
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　

住
吉
の
松
こ
そ
道
の
し
る
べ
な
れ

　
　

02　

遠
里
小
野
の
雪
の
か
へ
る
さ

宗
祇
独
吟
「
住
吉
夢
想
百
韻
」
注
解

勢 

田　

勝 

郭

Commentary of Sumiyoshimusou ‐ Hyakuin

Katsuhiro SETA
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